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序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待 されている。今後 、

データベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待 される。さらに海

外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献および自由な情報流通の確

保の観点か らも必要である。しかしなが ら、現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国

独自のものは1/4に すぎないのが現状であり、わが国データベースサー ビスひいてはバ ランスあ

る情報産業の健全 な発展を図 るためには、わが国独自のデータベースの構築およびデータベース関

連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請 に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本 自転車振興会か ら機械工

業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発にっいて民間企業、団体等に対 し

て委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域およ

び産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築とデータベース作成の効率化、

流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当 って、当財団に学職経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技術開発促

、進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 している。

この 「データベース構築促進及び技術開発に関する報告書」は平成元年度のデータベースの構築

促進および技術開発促進事業 として、当財団が(協)高 岡情報サービスに対 して委託実施 した課題

の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば

幸いである。

なお、平成元年度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次表 のとお

りである。

平成2年3月

財団法人 デー タベ ー ス振 興 セ ンター



平 成 元 年 度 デ ー タベ ー ス構 築 ・技 術 開 発 促進 委 託 課 題

分 類 課 題 名

1気 候情報 デー タベー スの構築

2電 磁波環境障害 に関するデータベースの構築

3災 害情報 シソーラスの構築

4意 味情報 を中核 と した医療評価 データベースと コ ミニ ュケー シ ョン

社 会 システ ムの構築

5ハ ンディキ ャップパ ー ソ ンの情報 ニーズに即 した ライ フサポ ー トデ

一夕ベ ースの構築

6博 物館情報 デー タベー スシステムの構築

7中 央官庁での電子計算機利用に関する報告書のデータベース化

8沖 縄地域における文化情報 データベースの構築

9九 州地域の人材情報 データベース構築に関する調査研究
地 域 活 性 化

10高 岡市商圏 デー タベ ースの構築

中 小 企 業 振 興
11地 域の物産 ・人材 ・文化情報のデータベース構築と新 しい地域間交

流推進に関する調査研究

地 図 12マ ルチ メデ ィア型地図 デー タベース構築 のための調査研究

エ レル ギ ー ・資 源 13燃 焼技術と燃焼装置設計のデータベース作成

14技 術支援 システムにおける産業機械部品データベースの構築

部 品 ・ 材 料 15マ イクロ コ ンピュー タ及 びプ ログラマブル周辺 デバイスの データベ

一ス構築

16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

標 準 化
17CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベ ース構 築の ためのター ミノロジーの調査研究

19異 種データか ら構成されるデータベースの総合的処理技術に関する

技 術 調査研究

20バ イナ リモデルに基づく先端的文書検索 システムの開発



「高 岡 市 商 圏 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 」

1概 要

現在高岡市の商店街では、顧客情報を各個店サイ ドで収集、分析 しているために、情報量 も少

な く、分析 し切れない状況となっています。また、商店街全体 としての情報分析ができず、地域

の活性化の大 きな妨げとなっている。

高岡情報サービスでは、個店で収集される顧客の個人データ(名 前、住所、年令、趣味等)と

購買データを組み合わせ個店サイ ドの顧客管理用のデータベース、商店街全体としての管理用デー

タベースの構築を行なうことを目的としている。

個人データに関 しては入会申込み書を書いてもらうことによって収集 し、購買データに関 して

は各個店のPOS端 末 に会員カー ドを通す ことによって簡単に収集できます。これを高岡情報サー

ビスでまとめ、分析 して各種帳票の形でユーザーに利用 して頂 くシステムとなる。

1.1目 的

高岡市は昭和61年 度ニューメディア ・コミュニティ構想モデル地域の指定を受け、商店街カー

ド顧客管理 システムならびに商店街映像化システムを導入 して情報化により、高岡市中央地区

商店街の振興 を目指 している。

高岡市中央地区商店街 は、約260店 の商店と約40万 人の広域型商圏を形成 しており先ず こ

のうち商店約70、 顧客約7,000人 を対象 に商店情報と顧客情報をデータベース化 し、それ らの

データと商店街来街者の購買情報(各 人所有のカー ドとPOSの 組合せにより収票)を リンク

し、購入金額累計や購買履歴分析情報をその地域の商店ならびに顧客に対 して提供するもので

ある。

将来的には、対象を全店な らびに全顧客に拡大 し、地域商圏の拡大 と活性化を図ることを目

的とす る。

更に、本 システムの標準化を図 り、他の商圏地域へも導入できるよう移項性にっいて も検討

する。
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L2実 施内容

12-1シ ステム構成等

(1)デ ータベース構築の基本的方向

高岡市中央商店街において構築する 「商店街カー ド顧客管理システム」は、商店街その

ものの魅力を高め集客を促進 し、また、商店の経営力を強化することを指向 していること

か ら、その基盤 となる 「高岡市商圏データベース」の構築にあたっても、第1に 商店街を

利用する顧客サイ ドに立 って有益なシステムにすること、第2に 商店の販売促進活動に有

効 なデータ活用ができるシステムであることが肝要であると考える。

こうした観点か ら、商店の情報(商 店名、所在地等)に 加えて、商店街を訪れる顧客の

氏名、住所、購買状況など顧客情報を一元的に管理できる集中型データベースの構築を指

向する。

このシステムの特徴は、来店す る顧客の情報 を商店街全体の集中型データベースとして

蓄積することにより、将来商店独 自で行 っていたデータの収集をより広い範囲で行 うこと

が可能となり、また、POSタ ーミナルか らホス トコンピュータまでのデータの連動が容

易であることか ら、商店の日常業務において購買情報が収集できるため、参加する商店の

運用負荷を軽減できることがあげられる。

(2)デ ータベース構成内容

〔構 成 図〕

顧 客 情 報

会 員 コー ド・氏名 ・住所等一
利用金額 ・回数 ・割戻 し額等

商 店 街 情報

商店名 ・商店 街 ・イベ ン ト等

〔情報内容〕

今回の システムにて構築されるデータベースは、主 として高岡市中央商店街を訪れる顧客

自身に関する情報(氏 名、住所、生年月 日等)と その顧客の商店街における購買情報(利 用

金額、回数、顧客割戻 し金額等)、 それに商店街を構成する商店の情報(商 店名、所在地、

イベ ント等)に よって構成され、これらの情報を一元的に蓄積/管 理する。

このデータベースの情報を利用 して、商店側には希望する頻度で各種の顧客に関する販売

分析情報を提供 し、顧客自身については、各自の購買記録や購買金額の割戻 しサービス、ダ

イ レクトメールによる商店情報の提供等各種のサービスが提供できる。

一2一



〔提供ステップ〕

① 基本データの登録

・商店街来訪者 に本 システムに入会 してもらい、顧客自身に関する情報を記入 した入

会申込書により顧客情報を作成する。

・顧客情報よ り会員カー ドを作成 し会員に配付する。

・システムに参加する商店の固有情報を作成する。

② 購買データの収集

・商店の日常業務で収集される顧客の購買情報を収集 し、これを蓄積管理する。

③ 情報の提供

・収集 した顧客購買データを元に、商店や顧客に対 して購買金額の割 り戻し情報の他、

各種分析情報を提供する。

(3)デ ータベース作成手順 フロー

謡 蜥 デ『タベース繊 三P‖
デ ー タ 収 異方 己 検討

1

デ ー ク項{ヨ`元い 出 し

シス酬;=禦 三 已;+ご ㌦

成作境巨
塚

デニクベ ース深填 作成

プログラム設計

プログラム開 発
・初期 データ収集(顧 客情報、商店i封情報)

頒鯉L
(一 元 管 理)

デー タの追加 ・更新(顧 客情報、商店街情報)

日常 デーク収集(会 員購買情報)

高岡市商圏データベース
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12-2高 岡市商店街カー ド顧客管理 システムにっいて

(1)顧 客カー ドシステムの活用事例

顧客カー ドに関連するシステム事例め分析を通 じて、その活用効果を抽出 し、高岡市中心

商店街に構築されるシステムへの参考 とすることがここでの課題である。

関連 システム事例 として、現金カー ド顧客管理 システム、クレジッ ト顧客管理 システム、

部門管理POSシ ステム、単品管理POSシ ステムの4種 を検討 した。

現金カー ド顧客管理 は、㈱丸井今井(札 幌)の クレオカードの例を取り上げた。クレオカー

ドは、昭和60年 春 に開始され、約3年 間で15万 人の会員数を達成 した。クレオカー ドの狙い

は、顧客の固定化、特に20代 、30代 の若い層の吸引であり、予定どおりの効果をあげ、売上、

利益共に増加 している。カー ドの機能 としては、次のものがある。

a.購 買金額の5%相 当の優待券を発行 し、次回以降の買物に利用できる

b.積 立額を自動照会 し、優待券を自動発行することが可能である

c.外 部提携先の800店 舗で も5%～10%割 引が受けられる

d.会 報(月1回)に よる情報提供と会員優待イベ ントの招待がある

クレジットカー ド顧客管理は、㈱丸井の事例を取 り上げた。丸井のカー ドの特徴は、即時

発行と即時信用照会にある。即時信用照会が可能なために、クレジット回収率が99%と 高 く、

高い収益にっながっている。また、顧客の購買履歴分析、商圏分析によって、的確な広告計

画、出店計画、売 り場の配置、品ぞろえが行われている。

丸井のシステムが成功 した理由としては、即時信用照会が可能なたあに、若者への与信を

積極的にでき、これによる若者層の囲い込みが促進されたことがあげ られる。

部門管理POSシ ステムの事例 としては、酒販店POSシ ステムを取 り上げた。単独店舗

向けに安価な独立型POSを 狙 ったものであり、部門別の販売 ・仕入れ管理に加えて、主要

商品にっいての独立管理 も実現 している。事務合理化、商品管理、顧客層管理に利用されて

いる。

単品管理POSシ ステムにっいては、婦人服専門店の例を取 り上げた。流行の移 り変わ り

の激 しいファッション業界として、死に筋把握と適正仕入れによる在庫回転率向上が狙いで

あり、効果をあげている。 これを、共同計算センターの利用が実現 している点が、特に高岡

中心商店街の計画に参考 となる。

事例検討を受けて、次に顧客 カード関連 システムの効果にっいて整理する。

顧客カー ドの活用効果は、顧客への各種サービスを付加することによって、顧客の帰属意

識 を高め、各店舗からの囲い込みを実現することである。特に、購買力の成果が大きい若者

層を狙 ったカー ドシステムが、売上成果に効果をあげている。

顧客管理と商品管理を催せて狙 うシステム、換言すれば集客力を高め、業務効率化を図る

情報 システムの総称が店舗情報 システムであり、その中核 となるのがPOSシ ステムである。

POSシ ステムは、死に筋商品を的確 に把握 して、適正仕入れを行 うことによって、在庫同
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転率を高め、売上伸長をもた らす点で特に効果をあげている。単品管理と顧客管理を合わせ

たPOSシ ステムの使い方 も最近増加 しており、これにより、適切な品揃えを行うと同時に、

それに対応 した販売促進キ ャンペーンを行 うことで、集客 と売上増加を導 くことが可能にな

る。

(2)顧 客カー ドシステムに関連 したシステムの活用効果

小売店舗において、集客力を高め、業務効率化を図る情報 システムの総称として店舗情報

システムという言葉が使われるが、その中核をなすのがPOSシ ステムである。

POSシ ステムは、在庫圧縮や経費節減を達成 し、売 り上げ伸長をもたらす手段として注

目されている。(注)POS(PointofSale、 販売時点情報管理)

POSシ ステムは、店頭の レジに置 くPOS端 末、複数の端末を一元管理するス トアコン

トローラー(店 舗 コンピュータ)か ら構成される。(注:両 者の一体型 もあり)

POS端 末 はPOSレ ジスターとも言われ、従来のECR(電 子式金銭登録機)の もってい

た機能に加 えて、商品の値札に光を当てて、値札に記された商品情報を自動的に読み取 る能

力をもっている。

POSシ ステム利用の効果 について、東京都の行 った小売向け調査(昭 和62年)に よると、

システム導入企業 と未導入企業では、売 り上げ伸び率に顕著な差が認められている。導入済

企業の評価としては、 レジの効率化 ・迅速化(60%)、 売れ筋等の把握(50%)、 仕入 ・在

庫の適正化(41%)に 効果があったとの解答が高い。

その他を含めて、POSシ ステムの導入効果を整理すると、表2.2-1の 通 りである。

表2.2-1POSシ ステム導入 の効果

(1)レ ジの効率化(正 確、迅速、省力)

(2)単 品販売 データの迅速把握

(3)店 舗の活性化(死 に筋排除、陳列改善)

(4)在 庫回転率向上(店 舗間転送、返品、値下げ処分の的確化)

(5)仕 入れ適正化

(6)販 売担当者別実績把握

(7)ク レジットカー ド処理の効率化

(8)関 連 データ把握(陳 列場所、気候、曜日、時間、顧客特性等)
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表2.2-2POS導 入 の基本機能

(1)レ ジ業務 の省力化 ① チェ ック ・ア ウ ト時間の短縮

② ピーク時処理の容易化

オ ③ 登録 ミスの減少
ぺ

v ④ レジ担当者教育時間の短縮

ζ ⑤ 精算時間の短縮

ン ⑥ 売場伝票の削減
■

レ ⑦ 現金管理の合理化
べ

ル (2)デ ー タ収 集機能の向上 ① 情報発生時点での収集

② 情報の信頼性向上

③ コ ンピュー タ ・イ ンプ ッ ト作業 の省力化

(1)店 舗運営の合理化 ① レジ ・オープ ン管理の向上

② 値札付け、値替え作業の迅速化、省力化

③ 現金保有高の随時把握
店

舗 ④ 検収データ入力の省力化

運 ⑤ 伝票の削減

営
② 店舗運営の適正化 ① 在庫の自動把握

管

理 ② 効率的人員配置と作業指図

レ ③ 販売目標達成率の測定の容易化
べ

④ 棚卸報告の正確化
ル

⑤ 販売管理 レポート作成の容易化

⑥ 陳列 ・ロケー シ ョンの適正 化

⑦ レジ担当者別処理能力の測定

(1)資 産回転率の向上 ① 品切れ防止の早期手当

② 在庫の適正化

経
③ 商品回転率の向上

営

管 ② 商品計画の適正化 ① 販促の効果分析

理 ② 顧客購買動向の把握
レ

③ 商品別利益管理
べ

ル ④ 販売実績による仕入計画

⑤ 効果的なスペース管理

⑥ タイム リーな広告、販促

出所:通 産省 ・中小企業庁 「中小小売商業の情報化 ビジョン」
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(3)個 店におけるカー ド、POSシ ステムの利用環境

高岡市中心商店街においては、現在、POSシ ステムを利用 して顧客管理、販売管理、在

庫管理を効果的に行 っている商店はほとんどない。しか し、商店経営の高度化、情報化に対

する意識は、特に顧客管理を中心にして高まってきている。現実にダイレクトメール発送 の

ための顧客名簿をパーソナルコンピュータに入力 し利用 している商店が、若手経営者を主体

に増加 しっっあり、顧客管理の必要性に対する認識並びに高度化の要望が多 くなっている。

しか し、有効な顧客管理を行 うための手法にっいて、顧客のどのようなデータをどのよう

に分析するのかといった顧客データの利用方法、並びに一商店の顧客だけではなく、より広

範囲な顧客データを収集す る方法といったことが、大きなテーマになっている。また顧客デー

タのコンピュータへの打ち込みやデータの保守等のための人員に余裕がないといったことも、

各商店における重要な問題 となっている。

そこで、商店の情報化を推進 していくための第1ス テップとして、このような要望に応え、

顧客の固定化を図るために、共同による顧客管理を進めることが大切である。また、多 くの

個店の顧客管理を推進す るためには、商店街全体としての力を利用 して、個店のみでは困難

な、広範囲での顧客情報の収集及びデータベースの構築を行 うことが必要 とされた。

そのためには、顧客データの収集方法として、商店街独 自の現金 カー ドを発行し、学生等

の若い消費者層 も顧客管理の対象にすることが、広い範囲での顧客情報の収集において有効

と考え られる。この方法の特徴としては、一般のクレジッ トカー ドでは発行時に必要 となる

収入等の選考基準を必要 としないことであり、若者を含む広い顧客層に対 してカー ドを配付

することが可能になる。

商店街現金カー ドをより多 くの消費者に利用 してもらうためには、カー ドの利用者に対す

る特典が重要であり、その特典と して、商店街加盟店における買物総額の一定額を返還する

方法が有効であると考え られる。
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(4)共 同顧客カー ド管理 システムの機能

高岡市の商店街に於 ける個店の経営課題および、個店における情報 システムの利用環境に

っいて考察 した前章を受けて、ここでは中心商店街において、構築されるべき共同顧客カー

ド管理 システムの機能の検討を行 う。

前章の分析より、われわれは、中心商店街をめぐる経営課題が全国の多 くの商店街が抱え

ている課題 と重なることを認識 した。

ちなみに、全国商店街振興組合連合会のまとめた調査報告書における、"全 国的 な商店街

の経営課題 と革新の方向"は 下図の通 りである。

重視すべき環境変化要因は、図の左上に記載のもの、っまり 「大衆からノj、衆 ・分衆市場へ」

と 「モノか らサービスの重視」の2点 である。この2点 を、商店街が巧みに受けとあて、こ

れらの面で大型店等に対 して、優位性を築きうるかどうかが、新 しい魅力的な商店街へ変身

しうるかどうかの要である。

そもそも、地域商店街は、地域住民との人間的な触れ合い ・コミュニケーションの豊かさ

において、大型店等 と異なった優位性を持 っていた筈である。そこで、今こそ映像系 システ

ムと共同顧客 カー ド管理 シス テムによって新 しい商店街機能 と して コンビニエ ンス性 、ハイ

タッチ性、ホスピタリィ性等を提供 し、再び優位性を確立することが、緊急の必要事 となっ

ている。

モ ノか ら

サ ー ビスへ

新しい競合
の発生

コ ミュニア イ

施設 への欲求

増大

大衆市場か
ら少衆 ・分
衆市場へ 自己主張する

商 店 街

新しい商店街
機 能 の充実

情報を創造し
発信する商店街

コンビニエ ンス性

(利 便 性)

ハ イ タ ッチ性

(ふ れあ い性)

アメニ ティ性

(快適性)

ア ミューズメント性

(娯 楽 性)

ホスピタリティ性

(接客性)

商店街をめぐる環境変化と商店街革新
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(4)① システム機能の概要

高岡ニューメディア ・コミュニティ構想の目的は、商店街の機能向上による活性化であり、

それによる来街者の増加、個店の売上伸長、経営拡大である。

商店街の機能向上の要 として、当構想では、商店街カードを用いた共同顧客カー ド管理 シス

テムを計画 した。本 システムは、次の2っ を関連 して実現することによって来街者を増加さ

せ ることを導 く。

④ 商店街の各店頭に顧客ニーズに見合 った品揃えが行われ、魅力を高める

◎ 商店街全体としての顧客サービスの充実を図 る。

高 岡 ニ ュー メデ ィア ・コ ミュニテ ィ構想 の特徴 は、 この商店街 カー ドを現金 カー ドシステ

ムと して実現 し、全 ての店舗 に導入 し易 くするために、表4.1-1に 示 され るよ うな3

種 の端末 レベ ルを設定 し、 これによ ってひ としく効果を もた らす ことを狙 った点 にあ る。

商店 街共 同顧客 カー ドシステムの具体的 な狙 い と、期待 され る効果 は次の よ うであ る。

〈 システムの狙い〉

・商店街に集まる顧客の特性を商店街全体として分析することにより
、販売促進活動の

効果を高 める。

・個店における顧客管理の高度化(徹 底 とより多 くの情報による分析)

・個店における経営の高度化

〈 システムに期待される効果〉

・適切な販売促進活動(ダ イレク トメール)の ための
、顧客の抽出

・個店における詳細な顧客分析による集客力の向上

・商店街共通の点数制度による集客力野向上

・個店におけるクレジットカー ド処理の迅速化
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(4)② 顧客管理の機能

④ 狙 い

各個店の顧客管理 システム構築を支援することが共同顧客カー ド管理 システムの第一の狙

いである。 これによって、各個店は、自店の顧客情報を管理 ・活用 して、効果的な販促活動

や顧客サー ビスを行い、固定客の増大を目指す ことが容易となる。

っいで、第2の 狙いは、商店街全体としての顧客情報管理を行うことによって、商店街共

同の顧客サー ビスの実務を効果的に行 うことである。

◎ 内容 と効果

顧客管理の機能は以下のものである。

図4.2-1に あるように、顧客に対 して共同 カー ドを発行 し、買物の際に レジで提示 を

受けて、顧客の特性 と購買履歴を把握する。個店では、現在の レジ(現 金出納機)を 、カー

ド読取装置の付いたPOSレ ジに置き換えることと、従来の処理の前に、提示されたカー ド

をPOSレ ジに読取 らせることを行 う。

カー ドの発行は、若者、子供、老人、主婦等を含む全ての個人を対象とし、カー ド発行実

務は、共同センターが行 う。なお、入会金(例500円)を とることによって、帰属意識を高

めるとともに、乱発を防 ぐことも考えられる。入会時の収集情報にっいては、氏名、生年月

日、住所、世帯主名、趣味 くらいとし、記入に対する抵抗を少なくする。入会金は、発行事

務費用と、年1回 の情報誌費用の初年度分に当てる。また、住所や世帯の異動を知 り、顧客

マスターを更新するためにも、毎年1回 は、会員向け情報誌を発行 したい。

そのための費用(年 間500円 位)は 、年会費 として顧客への預 り金か ら徴収す るr

個店では、毎日、毎週、毎月の うち、希望する頻度で、各種の販売分析情報(注 参照)を

共同センターか ら入手できることになる。販売情報の分析に、すべての販売データを利用す

るためには、商店街カー ドを保有 しない顧客にっいて も、 レジ側で持つカー ドを使い、売上

を入力する。また、顧客向けダイ レク トメールを発送する場合は、宛名の自動印刷、封入れ、

投函事務を共同セ ンターに依頼で きる。

囲 曜 日別、時間別、天候別、イベン ト別、顧客タイプ別、顧客地区別、大口 ・小口別

などの販売動向資料。商店街合計の情報 も入手可能。

さらに個店の希望により、世帯に名寄せ した顧客台帳を、定期的(月 、6ケ 月、年)に 提

供することも可能である。また、買上累計の大きな上得意先や、当月に誕生日を持つ顧客 リ

ス トを毎月入手することによって、それら顧客向けの特別サービスを行うことも可能となる。

一10一



ー

ご

ー

クレジッ ト会社

〔〕
高岡NMC

加盟ファイル

CAF【S

<一一 一 与信 照会 一一→

一 一 ㊥ 一 ・

ネガティブ情報
入金情報

口座

引き落 とし

鰯

一一 ㊥ 一ー

クレジ7ト 売上

/
鑑
/

o 囎
口座ファイル

商店街共同センター

クレジァト処理

オンラインネガティプチェック
ローカルネガティプチェヲク

クレジッ ト会社】百家発f予

クレジッ ト禿上デ ータ作成

POSデ ータ受信 等

カー ド顧客管理

会員情報管理

情報鑑計/分 析
DMラ ベル発行

会員サービス
POSデ ータ集配信 等

＼
クレジ7ト 売上

与信照会

クレジッ トi赴
← 与信照会 一 〉

← 購買情報

間 店

回 一→
点数情報

蹴 剛 等

日

工
ー

レベルIPOSシ ステム

ECR恨 能
CAT楓 能
購買情報転送

個 店

＼ ＼ 口＼

レベルmPOSシ ステム

厩頁情報

雛

個 店

口

雌

レベル ロPOSシ ステム

ECR沮 能
CAT雌
購買禰騰
醐
唐鋤 客管理

図

鼻

・

N

ー

一

回
聖

柄

迫
1

力
画
商

受
X
Ψ

卜
θ
踏
…助
図



－
N
l

国

画
レシー ト

'← 一 ㊨

ミ ラー
現 金カー ド

口

→[口

顧客別
競買金額データ

商 店 街 共 同 セ ンタ ー

⑭ 一 →
集計データ更新("Kttts)

圏 [フ
割戻 し通知

(買上明細+商 品券等)

割戻し処理

〔ニ コ ・
個店別会員割戻し一覧

`

一 〔∋
.顧客購買情報

圓 [ヨ
ダィ レク トメール

(ち らし、案内等)

DMラ ベル

発行依頼

TEL、FAX

DM処 理 ←一 〔三 〕

↓

口
DMラ ベル発行

会員情報

目 口
匝 亘]←一

↓

各種分折資料

(会員別購買状況、客眉別売上分折等)

各種分折資料出力

θ
各雑 言Hfi報

国

鼻

N

ー

」

て
λ
＼で
一

(
寸

×
ヰ
酬
書
腿
翻
刺
画
品

)

勺
O

oり
誰
耕

θ
適
φ

θ
劉
刺
廊
描
糠
麟

"
ロ
ー



③ 顧客情報の活用方法

高岡市の商店街において、本 システムにより収集される顧客情報の活用 ・分析方法は、個

店の特性により様々なものが考え られるが主として次の3通 りがあげ られる。

・ランキング分析

顧客それぞれにっいて購入回数、金額、最新来店時期等によって ランキングを行い、A

BC分 析等を行 って、対象とする顧客を選別する。主 として、ダイ レク トメール等 によっ

て個人に対する訴求を行 うのに有効である。

・グルーピング分析

顧客の居住地区、性別、年令、収入等でグルーピングしてどのグループでどの様 な商品

が売れているかを分析 し、販売 ターゲットとしてどのグループが有望かを選定する。この

分析は、商品開発、販売戦略等 に有効である。

・顧客 ・商品 ・地域別の需要予測

具体的には、以下の目的のための、顧客情報、商品情報の分析が有効であろう。

④ 顧客情報の分析方法

a商 圏動向分析(商 店街全体あるいは個店単位)

・町丁 レベルで売上高、カー ド保持者数、カー ド稼働率等を時系列で把握 し、下記の目

的に利用する。

・重要商圏の設定

・目的 ・商品に応 じたチラシの配布範囲の設定

・新規出店の商圏設定

・商圏別顧客情報分析例

・商圏内顧客動向分析

・顧客構成分析

・地区別顧客ベス ト10

・地区別カー ド稼働件数分析

・地区別カー ド増減分析

・地区別売上統計表

b売 上統計表(個 店単位)

・金額階層別購入分析
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・性別 ・年代別売上動向

・時間帯別売上動向

◎ 商品情報の分析方法

a商 品情報分析の目的

・売れ筋商品、死に筋商品の的確な把握による売上げ、在庫効率のアップ

・取引先別の売上情報の把握

・的確 な品揃えによる返品率の低減とそれに伴 う仕入れ率の向上

・カラー、サイズ、素材 タイプ等の情報把握による商品企画の充実

・発注作業、在庫調査等の作業時間の軽減

b商 品情報分析例(個 店単位あるいは業種単位)

・売上げ高週報

・週別売上げ一覧グラフ

・商品別 レビュー

・プライスゾーン別売上げ分析

・売上 げ在庫表

・商品別顧客属性分析

・商品属性分析

・売上 日ベス ト40

・取引先別売上分析

・商品別売上 日報

・ファース トセラーレポー ト

◎ 顧客 と商品のクロス分析方法(レ ベルII以上)

a商 品別売上統計表

・商品単位 ・店舗単位で顧客の属性分析

・店舗のそれぞれの商品の購入層は一致 しているかの確認

・店舗 ごとの ターゲット客に支持されているかの確認

・コンセプ トにあった品揃えの実現を維持

b同 一商品購入分析

・商品の関連把握
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・同時に何を購入 したか一関連販売力比較

ギター→オーディオ→ ビデオ→パソコン(ヤ ング層の商品購入関連)

c商 品別前回購入商品分析

・ある商品を購入 した客が前回何を購入したか

・時系列的な関連性を追求する

・買替え予測の参考 とする

d新 規顧客購入ベス ト16

・カー ドの新規顧客がどの商品を購入 したか
、性別 ・年令別に分析

・チラシ掲載商品の選定に用いる。←浮動客 ターゲット

・入門的色彩が強い売 り場にカー ドの強い販売員を配置 し
、加入を推進する

◎ 顧客へ の情報発 進の方法

・ダイ レク トメ ール

・電話:ダ イ レク ト・メールがっ いた ころに電話 によるアプ ローチ

お得意様 リス ト使 用(年 令 ・性 別 ・住居形態 ・職種)→ プ ロフィール推 測

最近 の三購入 日、購入代表商 品、購入金額
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(4)④ ク レジ ッ ト処理機 能

④ 狙 い

ク レジッ トカー ド利用 に よるキ ャシュ レスシ ョッピングは、今後 、一層拡大が見込 まれ

る。 当 システ ムは、個店 の側 におけるク レジッ ト処理 の事務負担 を軽減することによって、

ク レジ ッ ト取扱者が増 え、商店街 全体 の吸引力 が高 まると共 に客単価の向上を図 ることを

狙 いとす る。

◎ 内容 と効果

図4.3-1の よ うに、 レジ処理 の際に ク レジッ トカー ドを合 わせ て入力 す る ことに

よ って、 カー ドオー ソ リゼー シ ョンやク レジッ ト伝票作成事務 を自動化 し、店舗の負担 感

を無 くす る。共同 セ ンター とっ なが ることによ り、現 状の信 用照会 処理 よ り時間短縮が計

られ、顧客 の待 ち時間 も減少 す る。

㈱ 通常 の信 用照 会の問題点 として、公衆回線利用 のために、 オーソ リゼー シ ョン等

に30～50秒 かか り、顧 客を待たせ る こと、商 品情報 の収集 がで きない等が指摘 さ

れている。共 同セ ンターで処理 す ることによ りこの問題が解決す る。

ク レジ ッ トカー ドを利用す る顧客 の販売情報 も、共同 セ ンターの個店 ファイルへ収集 さ

れ、個店向 けに分析表 に現金客 と対比 して計算 され る。商店街 カー ドを持たないク レジッ

ト顧客 を含 めた顧客層別 分析情 報を得 たい場合 は、 レジ処理 に際 して、顧客 タイプ区分 を

入力 して置 けば良 い。

将来、大手 ク レジッ ト等 と提 携 した商店街 ク レジ ッ トカー ドを発行 す る ことによ って 、

顧客情報 を詳細 に把握 す ること も可能 となる。また、商店街 クレジッ トカー ドの業務処理

を共 同セ ンターが行 う事 に ともない手数料収入が得 られ、セ ンターの経営基盤 もよ り強 固

となる ことが期待 で きる。
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(4)⑤POSの 機能

④ 狙い

個店における商品販売情報を商品群ないし、商品単品毎に収集 ・分析することで売れ筋、

死に筋 ・高収益品を的確に把握する。っいで、 これに基づいて品揃えの充実、死に筋商品

の削減、店舗陳列の改善等を行って、収益拡大を目指す ことがPOS(販 売時点情報管理)

システムの狙いである。

◎ 内容 と効果

POS機 能 を狙 うために は、 レジスターも レベル1[、 皿の ものが必要とな る。これによっ

て、顧客情報 と買上 げ商 品情報 を同時 に収集 、蓄積す ることが可 能 とな る。

商品分類別(約300区 分以 内)管 理 で よい場 合 は、 レベ ルHの 端末 を用 いる。単 品別

(約3万 以 内)管 理 を行 う場合 は、 レベル皿の端末が必要 とな る。 レベルllの 端末 の場合 、

レジ処理時 の値札 の 自動読 み取 りは必ず しも必要 と しな い。 レベル 皿はバー コー ド読 み と

りを原則 とす る。

図4.4-1の よ うに、個店 での レジ処理 に際 して は、 ① 顧客 カー ド入力 、 ②商 品

区分入力 、③売 価入力の3っ とな り、②の作業 が増え る。② 、③ の入力が レベルllで は手

入力 、 レベル 皿で はバ ー コー ド読 み取 りとい う違 いがあ る。POSシ ステムを用 いる個店

では、定期 的(日 ご週、月)に 商品区分を伴 った顧客情報、売れ筋 ・死 に筋情報、商品在

庫情報 をPOSデ ー タベ ースによ り分析す る事 ができる。 これを もとに、仕入れの適正化

を図 った り、店 舗の陳列 やイベ ン ト、各種販促活動の効 果を知 って店舗政策 を改善 した り

す る事が可 能にな る。

レベルll、1皿 の端末の場合 、個店独 自の情報を共同 セ ンターに送信 しないで、店舗端末

に とどめて後にセ ンターか ら返送 された個店 フ ァイルを統合処理 して 、個店独 自の分析情

報 を得 ることが可能 であ る。

フ ァッシ ョン業種 では、商品 の単 品管理を 目指す必要が ある。 この ためには レベ ル1の

段階 か ら、単品 コー ド体系 の構 築や値札付 けを試行 し、 これ をバ ッチ(一 括処理)方 式で、

共 同セ ンターに送 って分析処理 を行 うことも有力な方法 と思 われ る。

◎POS情 報の活用方法

POSシ ステムの導入 は、一般的にいって、部門管理から単品管理へと段階的に進める

ことが必要である。店舗要因の対応能力の応 じた展開を考えるためである。

部門管理においても、金額ベースで部門ごとの在庫回転率 と荒利益率を計算 し、死に筋

を削減することによって、収益向上を実現できる。

単品部門の段階 になると、仕入れと在庫の適正化、陳列改善、品揃え強化によって、収

益拡大の効果が一層広がる。
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(4)⑤ 顧客へのサービス機能

共同顧客 カード管理 システムでは、商店側での顧客情報収集の見返 りとして、顧客に対 し

て、下記のような各種サービスや利便性の提供を考える。

(1)買 物割引サ ー ビス

現金 カー ド会員 に対 して、買 い上 げ額 の一定率(例 えば3%)を 買 い上 げ金額の大小に

関係 な く累計 して、現金 で割 り戻す サー ビスである。

ス タ ンプ発行等 によ るカウ ン トサ ー ビスの高度化 サー ビスで あ り、昭和61年 度 ニーズ調

査 にお いて も、最 もニーズが高 か ったサ ー ビスであ る。

これ によって、買 い上 げ時 に顧客 カー ドが提示され、購買履歴 が収集 されることになる。

(2)購 買履歴情報提供サービス

購買履歴 として、買い上げ年月日、店舗名、買い上げ金額を内容 とする記録を顧客の要

望に応 じて、一定期間分だけプ リントして提供するサービスを共同センターで行 う。

これは、顧客個人の支出計画管理にとって、有用な情報であり、ニーズが高いと思われ

る。

③ レジ処理 の迅速 化等

新 しいPOSレ ジによ り処理 の事務 が標準化 され、迅速 になる。特 に クレジッ トカー ド

処理 時間が短縮 され る。

(4)各 種 イベ ン ト招待 サー ビス

割引予定額 の累計 が一定 額以上 に達 した大 口顧客 に限 り、海外旅 行、国内旅行 、テニス

スクール、スキース クール等 の各種 イベ ン ト企画 に抽選で招 待す るとい ったことも大 きな

魅力 とな ろう。
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1.2.3実 施項 目

(1)調 査 ・分析

高岡情報 サー ビスの会員 デー タベースと、加盟店 デー タベース、 その他の必要 な データ

ベ ース作成 にあ た り各種 デ ータベースの設計 に先立 ち必要情報の調査分析を行 った。

① 調査推 進体制

実際の調査 に当 たって は、高岡情報 サー ビスの運営 メンバーの中か ら委 員会を発足 し、

委 員会の委員 と支援 メーカーで ある富士通 のSEの 間で調 査推進 を行 った。

〔体制 〕

委 員長(高 岡情報 サー ビス専務)'

委 員 検討 メ ンバ ー数名

支援メーカ 富士通SE1名

〔役割〕

検討 メンバーは、データベース構築に当たって委員は必要情報の提示と調査を役割 と

し、富士通は必要情報が実現 システムのデータベース構造に実現する内容検討を役割 と

して検討をおこなった。

② 調査期間

89年10月 よ り調査 を開始、90年2月 までの期 間を要 した。

・10月 調査/分 析

・11月 デー タ項 目の洗いだ し

・12月 基本項 目分類(顧 客 デー タ、商店 データ等 々)

・1月 項 目の付加/削 減(委 員会 のメ ンバーで検討)

・2月 項 目の決定 とオーソライズ
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③ 調査内容

データベースの内容調査 は、高岡市商圏のデータを収集するでけでなく他部門のデー

タを収集 し調査を行った。

〔自所内調査研究〕

高岡情報サービスの検討メ ンバー、商店のメンバーによる調査研究

・地区地名調査 コー ド化

・学区調査 コー ド化等々

〔他所調査研究〕

データベース項目の決定にあた り、他の現金カー ドの申込書等々の内容を比較検討 し

必要情報の付加、削除の検討を行 った。

④ データベース基本項目及びデータ構造

・検討当初の基礎データ恒例

番 号 項 目 名 属 性 備 考

1 地区 コー ド 英 数 会員情報

2 地区名 日本語 会員情報

3 会員 コー ド 英 数 会員情報

4 会員名(カ ナ) カ ナ 会員情報

5 会員名(漢 字) 日本語 会員情報

6 生年月日 英 数 会員情報

7 電話番号 英 数 会員情報

8 郵便番号 英 数 会員情報

9 住 所 日本語 会員情報

10 性 別 日本語 会員情報

11 入会日 英 数 会員情報

12 最終来店日 英 数 会員情報

⑬ 非会員商店街利用額 英 数 非会員情報

14 会員商店街利用額 英 数 会員情報

15 店舗 コー ド 英 数 店舗情報

16 店舗名 日本語 店舗情報

17 会員利用金額 英 数 店舗情報

18 割戻 し率 英 数 店舗情報

19 割戻 し額 英 数 店舗情報

20 割戻し経費率 英 数 店舗情報

21 商品引換券発行枚数 英 数 会員情報
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・会員 デー タベ ース基本項 目例

会員 デー タベ ースの基本項 目として最終的 に

。住所 、氏名 、TEL、 生年 月 日

。職業 、保有 カー ド

。加盟 店等 の情 報を入れ ることにな った。

入会申込書のイメージを載せる。

会員番gi2i-i6iligi2i-=

申込日19年 月 日

ご

氏

名

フリガナ;'

姓 名

ご

住

所

フリガナ

〒[コ 亡コ[=コ ー口口 郡 町

県 南
」『『

番地 マンシ ョン

丁目 番 号 アパ ート 号室

電

話

市外 局番 番 号 暗証番号 鴨訟括言i,二:ぐ字

こn[鵬,gonnは

誤Dζ さ剤 圭ん

性 別 L男2.女

配偶者 L無2有

生年月日 平成 昭和 大正 年 月 日

※募集加盟店名 ※加盟店 コー ド ※地 区 名 ※地 区 コ ー・ド

ご

職

業

L主 婦2.会 社員3.会 社・団体役員4,公 務員

5.各 種団体職 員6。 自由業7.商 工皇宮

8.そ の他()9.学 生

力お

1持ち

ドの

お持ちのカー ドいをして下さい。LJOB2,VlSA

3,DC4UC5.MC6.協 同7.ア メックス8.ダ イナース9.BO

lO.ハ ッピー 夢ingll.ジ ャックス12.オ リエント13.セ ントラル14.日 本信

販i5.大 信販16,LIFEP.大 和百貨店 カー ド1B.他()

趣

味

L旅 行2,読 書3.映 画 ・演劇4.畠 楽5.美 術6.茶 ・華 道7,手 芸

8.フ ァミ コン・パソ コン9,ド ライフ 旧.そ の 他()

スポ
ーツ

1,ゴルフ2.テ ニス3.野 球4.登 山5.水 泳・マリンスポーツ6.サ イクリング

1.エアロビクス・ジャズダンス 日,スキー9,釣 り10.他()

血

液

型

LA型2.B型

3.0型4AB型

運転免許証 来街

方法

L徒 歩2.自 転 車

3.自 動 車4.ミ ニ バ イ ク

5.バ ス6.電 車7,JR有 無

イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド

の
お
申
込
み
は

刀
杖
臼

に
押
印
下
さ

い
。
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⑤ データベ ースの種類

デー タベースは、高岡市商 圏 データベースと して位置づ けられているが、業務処理 の

都合上 い くつ かのサ ブデータベース として管理 している。

〔主 なサ ブデータベ ース〕

・会員サ ブデータベース

・地区 サ ブデー タベー ス

・加盟店 サ ブデー タベ ース

・買 い上 げサ ブデータベース

等 々

これ らのデー タベー スは リレー シ ョナルデー タベースで構成 され、各項 目の取扱 が、容

易 に行え るよ うに配慮 されて い る。

業務 で利用す るフ ァイル と して は約100種 類 のサブデータベースと して処理が行われ

る。以下 に デー タベ ースの種類 のサ ンプルを載 せ る。

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

◇◇◇◇◇◇◇◇

フ ァイル定義体

フ ァイル定義 体

ファイル定 義体

ファイル定義体

フ ァイ ル定義体

フ ァイル定義 体

ファイル定 義体

ファイル定義体

フ ァイ ル定義 体

フ ァイ ル定義 体

フ ァイル定 義体

ファイル定義体

フ ァイル定義体

フ ァイル定 義体

会員検索用 ファイル

スポー ツテー ブル

趣味 テーブル

クレジッ ト会社 テー ブル

買上 げ ファイル3

商 品券 管理 ファイル

会員購買 フ ァイル

商品券返却順管理 ファイル

会員 マス タファイル

カー ド利用月報 出力 フ ァイ ル

会員購買 データ圧縮 ファイル

会員買上 げデータ抜 き出 しフ ァイル

天 候気温 ファイル

割 り戻 し率 ファイル
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② 運用設計

運用設計では、 システム構築を終了 した後の システムにっいて、業務運用(事 務の流れ)

に関する設計を行 う。

この中では、 システム全体を構成する各情報機器にっいて、それぞれの運用 ・管理方法

を明確にし、実際に各機器を操作する人間/業 務に携わる人間の立場で、その操作方法や

業務運用上の手順等を設定する必要がある。'

今回の 「高岡市商圏データベース」の構築にあたっては、そのデータベース構築のため

のデータの種類 として、大 きく 「基本データ」 と 「購買データ」の2っ の属性があると考

え られるが、それぞれのデータ(情 報)を 実際にシステム上に登録 ・蓄積する情報機器は、

以下の様 な2っ に大別される。

・ホス トシステムー一一基本 デー タの登録 ・蓄積

購買 デー タの更新 ・蓄積

・加盟店 システムー一一基本 データの入手

購買 デー タの発生

以下 に、ホ ス トシステム運用、加盟店 システ ム運用、及 び運用 タイムスケ ジュールにっ

いて、運用 の流 れを説明す る。

① ホス トシステ ム運用

「高 岡市商圏 データベ ース」の構築/運 用 のために、ホス ト側 で行 わなければ な らな

い業務 と して、大 き く次の ものが上 げ られ る。

・開局処理

・日次更新

・前 日処理 の確認

・分析資料 の出力/管 理

・マス タメ ンテナ ンス

・会 員入会 申込の入力/確 認

・閉 局処理

以下 に それぞれの業務 にっいて、概要 を説明 する。

a.開 局処 理

加 盟店 側で は購買 デー タを取得す るためにPOSタ ー ミナノ?を使用 しているが、開局処

理 で はPOSタ ー ミナルか ら収集 したデータを制御/蓄 積する、STC(ス テー シ ョンコ

ン トロー ラ)の 起動 を行 う。
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STCは 加盟店が業務を行 う場合に、必ず動作 している必要があるため、基本的には

毎 日開局処理を行い、またオペレータの負担を軽減するため、ホス トコンピュータによ

り自動的に行 う必要がある。

b.日 次更新

日次更新 は、閉局処理で収集 した購買データや前日入力 したマスタメンテナンスデー

タを、データベースに反映する処理である。

処理 は毎日行われ、またオペレータの負担を軽減するため開局処理の後、自動的に行

われる。

c.前 日処理の確認

前日処理の確認は、日次更新の終了後、閉局処理によりSTCか ら収集されたデータ

が、正 しくデータベースに反映されているかどうか確認するための業務である。

d.分 析資料の出力/管 理

データベースの情報は、加盟店からの依頼によりオペレータがホス トコンピュータを

操作することにより、分析資料 として出力される。

また、分析資料は会員の個人情報や加盟店の会員販売情報等の機密性の高い情報が含

まれているため、外部に漏洩 しないよう充分な管理が必要である。

e .マ スタメンテナンス

マスタメンテナンスは、データベースに正常に反映されるべき情報に変更や異常があっ

た場合 に、正 しい情報を登録する業務である。

会員 ・加盟店の固有情報や購買データ、及び分析に必要な外部データに変更や異常が

発生 した場合には、日々の運用の中で即座に対応する必要があり、これを怠るとデータ

ベースの信頼性が著 しく低下する。

f.会 員 申込 の入力 ・確認

「高 岡市商 圏 データベ ース」 の重要 な基本 デー タと して、会員 の固有情報 があ る。

会員の固有情報 は、入会時点 で発生 す るものであ り、即座 にデータベースに反映 され

る もので はないため、情報 を入手 した後 、 ホス トコンピュータ側 で入力す る必要があ るb
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9.開 局処理

閉局処理は、加盟店での業務が終了 した後、POSタ ー ミナルの購買データを蓄積 し

ているSTCの 情報をホス トコンピュータに収集するための業務である。

通常は夜間に行われるため、オペレータの不可を軽減するため、自動的に行われ、ま

た同時にSTCの 終了処理(電 源切断)も 行われる。

② 加盟店 システム運用

「高岡市商圏データベース」の構築/運 用のために、加盟店側で行わなければならない業

務として、大 きく次の ものが上げられる。

・POSタ ー ミナル運用

・会員入会受付

・加盟店固有情報の提示

以下それぞれの業務 にっいて概要を説明する。

a .POSタ ー ミナル運 用

POSタ ー ミナル は、会員 の購買 データを収集す る レジス タ装置であ る。

加盟店 でのPOSタ ー ミナルの操作を正常 に行 うたあ、標準 操作マニュアルを作成 し、

操作員 にその 内容 を徹底す る必要 がある。

b.会 員入会受付

データベースの基本データである会員の固有情報は、入会申込書に必要項目を記入 し

て もらい、その情報をホス トコンピュータに登録することにより、データベースに反映

される。

加盟店では、そのための会員の募集/受 付及び入会申込書のホス ト側への提示を行 う。

c.加 盟店固有情報の提示

加盟店固有情報 は、会員情報の属性づけ及び分析を行 うための基本 として必要なデー

タである。

そのため、加盟店での業務 としてこの加盟店固有情報をあらか じあホス ト側に提示す

ることが必要となる。
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(3)シ ステム設計

システム設計では、調査/分 析でのシステム要件の分析結果を元に、 システムの機能を確

定 し、その機能を実現するたあに必要なシステム構成等を明確にする。

この中では、システムを構築す るたあに必要となる機能にっいての、詳細な洗いだしを行

い、その機能を大 きくサブシステムに分割する。

また、サブシステム内での機能をプログラム(処 理)に 分割 し、そのプログラム間のデー

タの流れを明確にする必要がある。

「高岡市商圏データベース」の構築に当たっては、システム全体を業務別に大きく以下の

6っ に分類 した。

・会員処理サブシステム

・分析資料出力サブシステム

・会員保守サブシステム

・加盟店管理サブシステム

・日次更新サブシステム

・属性情報管理サブシステム

以下 に各サブシステムの機能について概要を説明する。

① 会員処理サブシステム

会員処理サブシステムでは、 「高岡市商圏データベース」の運用の中で基幹 となる、会

員データを扱 うサブシステムである。

機能 としては、主 に会員データの入力 ・変更 ・照会に分類 される。

今回構築 したシステムでは、以下の様な処理に分割 した。

・会員情報登録

・会員情報修正

・会員情報照会

② 分析資料 出力 サ ブシス テム

分析資 料出力 サ ブ システムは、 データベースに蓄積 された データを、有効 に活用す るた

めの分析 資料 を出力す るサ ブシステムである。

機 能 と して は、主 にデー タベ ースか らのデ ータの抜 き出 し、資料 の出力 に分類 され る。

今 回構築 した システムでは、以下の様 な処理 に分割 した。

・デ ータ抜 き出 し処理

・会 員台帳 の出力

・来 店/購 買 ベ ス トの出力

・カー ド利用月報の出力
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・各種要件での会員向けダイ レク トメールの出力

なお、蓄積されているデータは、これ以外にも様々な分析に活用できると考え られるた

め、今後の研究が必要であると考える。

③ 会員保守サブシステム

会員保守サブシステムは、データベースに蓄積されている会員 データその ものにっいて

の、業務運用上の操作を行 うサブシステムである。

機能 としては、即登録データの最新の会員固有情報を得ることを大 きな目的に してお り、

会員情報の更新や会員カー ドの再発行、蓄積期間を超過 したデータのデータベースからの

削除等に分類 される。

今回構築 したシステムでは、以下の様な処理に分割 した。

・会員有効期限の更新

・会員カー ド再発行処理

・会員データの削除

・会員買上データの追加

・蓄積データ削除処理

④ 加盟店管理サブシステム

加盟店管理サブシステムは、今回 システムを構築する上での、会員へのサービス(割 戻

し)に 関する情報を、管理するサブシステムである。

また、加盟店の名称 ・代表者の基本データも管理する。

会員に与えるサービスは、加盟店での購買金額に対 し、一定の割戻 し率によりその相当

額を還元するもので、割戻 し率 は加盟店により個別に設定できることが必要である。

サブシステムの機能としては、大 きく、加盟店の固有情報の登録及び割戻 し率の管理に

分類される。

今回構築 したシステムでは、以下の様な処理に分割 した。

・加盟店情報登録

・加盟店割戻 し率変更

⑤ 日次更 新 サブ システム

日次更新 サブ システムは、加盟店 のPOSタ ー ミナルで発生 した購買 データや他のサ ブ

システムで発生 した様 々なデー タを デー タベースに反映 し、個々の情報 につ いて蓄積 ・更

新を行 うサブ システムで あ る。

通常の業務運用 にっ いてを考 え ると、 データベースの運用 に関 して、最 も基幹 となるサ
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ブシス テムで ある。

機能 と して は、POSタ ー ミナルで発生 した データを蓄積 している、STC(ス テー ショ

ンコ ン トローラ)よ り開局処理で収集 したデータの、他 のサ ブシス テムで発生 したデー タ

との統 合 と、 そのデ ータの データベ ースへの蓄 積 ・更新 とに分類 され る。

今 回構築 した シス テムで は、大 き く以下の様 な処理 に分割 した。

・デー タ形式 統合

・異常 デ ータ振 り分 け

・デー タベ ース更新

⑥ 属性情報管理サブシステム

属性情報管理 サブシステムは、データベースに登録 されたデータに、分析や分類を行 う

ための様々を属性を持たせるための、その属性を管理するサブシステムである。

通常データベースを構成する基本データは、できるだけ単純化 し不用意に磁気ディスク

装置等のハー ドウェア資源を使用しない様に設計 される。

今回構築 したデータベースでは、データの構造を単純化す るため、情報の分類 ・分析の

ための各種属性情報は、できるかぎりコー ド化することとした。

しかし、コー ド化されている属性情報は、分析結果を出力 した際に非常に分か りにくく

不便であるたあ、結果出力時にコー ドか ら文字 に属性情報を変換す る必要がある。

属性情報管理サ ブシステムでは、コー ドと文字を対応させ るために、各種の属性にっい

て個別にデータを管理 している。

機能 としては、趣味情報/職 業情報/地 区情報/天 候 ・気温情報の各管理に分類される。

今回構築 した システムでは、大 きく以下の様 な処理に分割 した。

・趣味テーブルメ ンテナンス

・職業 テーブルメ ンテナンス

・地区コー ドメンテナンス

・天候 ・気温入力
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⑦ デー タベースを中心 と した データの流れ

会 員 処 理

サブシステム

会員情報 会員情報

量録 照会

属性情報管理

サブシステム

属性情報登録

データ抽出

分類

分析資料出力

サブシステム

「高 岡市商 圏データベース」

情報分析

加 盟 店 管 理

サブシステム

加盟店情報

登録/保 守

会員情報の保守

購買情報の保守

会 員 保 守

サブシステム

購買情報の

更新/累 積

日 次 更 新

サブシステム
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(4)プ ログラム設計

プログラム設計では、システム設計時に決定及び分割された処理の内容に基づいて、個々

の処理にっいてその処理で動作するプログラムの内部構造の設計を行 う。

プログラム設計では、大きく分類すると次の4つ の順序で作業を行 う。

・処理属性の決定 各処理にっいてそれぞれの処理属性(画 面会話型、バ ッチ

型等)を 決定する。

・プログラム分割 処理の内容を最小のプログラム(モ ジュール)単 位に分割

する。

・イ ンタフェース設計……処理内の各プログラム間のイ ンタフェース(デ ータの流れ)

を設計する。

・詳細処理手順設計………各プログラムが動作するたあの、詳細な動作の手順を設計

する。

実際にプログラムの開発を行 う際には、このプログラム設計で仮定された仕様を元に開

発作業が行われるため、処理の漏れやイ ンタフェースの矛盾が発生 しないように注意する

必要がある。

以下に、 「高岡市商圏データベース」の構築にあたっての、各処理の内容にっいて、サ

ブシステム別にその概要を説明する。

① 会員処理サブシステム

会員処理サブシステムでは、以下の様 なデータの流れとなる。

高岡市商圏 データベース

・会員サ ブデータベース
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a.会 員情報登録

・概要

会員情報登録 は、高岡市商圏データベースを構成する各種のデータの内、最下層 レベル

の情報である、会員の基本データを入力する処理である。

会員に関する全ての情報は、 この処理で基本 データをデータベースに登録することによ

り発生する。

・機 能

加 盟店又 はサ ー ビスカウ ンターで受付 を行 った会員 について、会員申込書 の内容を元 に、

会員 コー ド・会員名 ・住 所及 び各種の属性 コー ドをデ ィスプ レイ装置 によ り入力 す る。

入力 され たデータは、 リアルタイムに会員 サ ブデー タベースに登録 され る。

b.会 員情報修正

・概要

会員情報修正 は、会員サブデータベースに登録されている、会員の基本データを修正す

る処理である。

会員の情報 は、結婚による氏名の変更や、住所の変更など本データベースを運用する上

で、必ず変動が発生するものであり、そのような変動に関する情報 を入手 した場合には、

この処理を利用 して早期にデータベースの最新性を維持するために必要である。

・機能

加盟店又 はサ ー ビス カウ ンターでの会員対応、 あるい はダイ レク トメールを発送 した場

合 に発見 で きる住所の変更 等 によ り、会員情報 の変動を発見 した場合 には、会員情報登録

と同様 に、 その変更 にな った情報 をデ ィスプ レイ装置 よ り入力す る。

入力 され たデ ータは、 リアル タイムに会員 サ ブデータベースに反映 され る。

c.会 員情報照会

・概要

会員情報照会は、会員サブデータベースに登録されている、会員の基本データを照会す

る処理である。

異常なデータが発生 した場合や、加盟店側で、ある会員に関する固有な情報が必要な場
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合等、データベースに登録されている情報を参照 したい場合に必要となる。

・機能

会員情 報 と して持 って いる、会員 コー ドや会員名、あ るいは地 区 コー ド等、様々 な要件

で会員 サ ブデー タベ ースの内容 を参照で きる。

上記要件 をデ ィスプ レイ装 置 よ り入力す ることにより、要 件に合 致 した会員 デー タを、

リアル タイ ムに表示 す る。
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② 分析資料出力サブシステム

分析資料出力サブシステムでは、以下の様なデータの流れとなる。

・会員/累 積/加 盟店

サブデー タベー ス

抜 き出 し

ワー クファイル

a.デ ー タ抜 き出 し処理

・概要

デー タ抜 き出 し処理 は、高 岡市商圏 データベース内に蓄積 されたいる、会員 ・累積(購

買 デー タ)・ 加盟店 の各 サ ブデータベースか ら分析資料 を出力す るためのデータを抽 出す

る処理 で あ る。

・機能

抜 き出 し処理では、ディスプ レイ装置より会員 ・累積(購 買データ)及 び加盟店に関す

る各種条件を、それぞれ必要なコー ド(会 員 コードや加盟店 コー ド・購買金額等)を 入力

することによりデータを抜き出 しワークファイルに抽出できる。

また条件の設定にっいては、必要な情報の固定値や範囲値及びそれらの複合的な指定 も

可能であ り、分析資料を出力するためのデータの作成を簡易にしている。

データ抜 き出 し処理の動作形態は、ディスプ レイ装置からの指定でデータファイルを作

成するバ ッチ型の処理である。
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b.会 員台帳出力処理

・概要

会員台帳出力処理 は、高岡市商圏データベース内に蓄積 されている会員に関する情報を

台帳 として記録するたあの処理である。

会員の情報は、今回構築 したデータベースシステムの基幹情報であり、データ内容の保

全を図る意味か らも、システム全体及び加盟店独自での台帳としての保存/管 理が必要 と

考える。

・機能

会員台帳は、大 きく商店街全体用と加盟店用 とに分類される。

処理の手順 としては、まず、データ抜 き出 し処理により会員台帳の出力を行 うための抜

き出 しワークファイルを作成する。

データベースは全ての加盟店 ・期間 ・会員属性情報を有 しているため、この抜 き出し処

理 により、会員台帳の出力のためのデータを抽出 しないと、大量のデータを扱わなければ

ならな くなるたあ、事前に抜き出 しを行 うことが必要 となる。

会員台帳出力処理は、データベースより抽出された抜 き出しワークファイルのデータを

入力として、会員の個人情報(会 員 コー ド、氏名、住所、電話番号、趣味等)を 商店街全

体又は加盟店別に台帳形式で出力する。

動作形態 は、ディスプ レイ装置からの指示で起動を行 うバ ッチ型の処理である。

c.来 店/購 買ベス ト出力処理

・概要

来店/購 買ベス ト出力処理は、高岡市商圏データベース内に蓄積されている会員の購買

データより、加盟店への来店回数及び加盟店での購買金額のおおい上位の会員に関する情

報を出力する処理である。

加盟店での、顧客の購買動向分析に有効に活用できる情報であると考えられる。

・機能

来店/購 買ベス トは加盟店に対 してのみ出力 される。

処理 は、会員台帳 と同様に、データ抜 き出 し処理により事前に抜 き出 しワークファイル

が作成されていることが前提となる。 来店/購 買ベス ト出力処理 は、この抜 き出 しワー
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クファィルを入力として、加盟店別に、一定期間での来店回数の上位会員又 は購買金額の

上位会員に関する、会員情報(会 員 コー ド、氏名、来店回数又は購買金額等)を 出力する。

動作形態 は、ディスプ レイ装置からの指示で起動を行 うバッチ型の処理であり、加盟店

か らの出力依頼があった場合のみ処理を行 う。

d.カ ー ド利用月報出力処理

・概要

カー ド利用月報出力処理は、高岡市商圏データベース内に蓄積されている会員の購買デー

タより、月間での会員の取引情報を加盟店単位に出力する処理である。

加盟店では、顧客の購買動向の把握に有効に活用できる情報であると考えられる。

・機能

カー ド利用月報は加盟店に対 してのみ出力される。

処理 は、会員台帳 と同様に、データ抜 き出 し処理により事前に抜 き出 しワークファイルが

作成されていることが前提 となる。

カー ド利用月報出力処理は、この抜き出 しワークファイルが作成 されていることが前提と

なる。

カー ド利用月報出力処理は、この抜 き出 しワークファイルを入力 として、加盟店別に月間

での会員取引情報(会 員コー ド、氏名、取引日付、取引金額等)を 出力する。

動作形態は、ディスプ レイ装置か らの指示で起動を行 うバ ッチ型の処理であり、月末に必

ず処理を行 う。

e.会 員 向 けダイ レ トメールの出力

・概要

会員 向 けダイ レ トメールの出力 は高岡市商圏 データベース内 に蓄積 され ている様 々な情

報 によ り、購 買意欲のあ りそ うな会員 を抽 出す る ことによ り、ダイ レ トメールの ヒッ ト率

の向上 が図れ る。

・機能

会員向けダイ レトメールは、商店街全体でのイベントを行う場合や加盟店か らの依頼等に

より出力される。

処理は、データベースより各種複合条件(性 別、地区、入会日、購買金額等)で データ

ー38一



を抽 出 し、 この情報 を入力 と して、会員の情報(氏 名、住所等)に よるダイ レ トメール ラ

ベルを出力 す る。

動 作形態 は、 デ ィスプ レイ装置か らの指示 で起動 を行 うバ ッチ型 の処理で ある。
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③ 会員保守 サ ブシステ ム

.会員保守 サ ブシステ ムで は、以下 の様 なデー タの流れ とな る。

・会員/累 積

サブデー タベ ース

a.会 員有効期限更新処理

・概要

会員有効期限更新処理は高岡市商圏データベースの基本データである、会員サブデータ

ベースの会員情報について、該当会員のカー ド有効期限を更新する処理である。

会員情報の運用にっいては、有効なデータのみを蓄積/維 持するために会員に一定期間

の有効期限をもうけている。

この処理は、有効期限が到来 した際に、会員がその更新(期 間延長)を 求めた場合に実

現される。

・機能

有効期限更新処理は、会員か らの期限の更新をサービスカウンタにて受 け付 けた際に、

その会員 コー ドを入力することにより行われる。

期限の更新に伴い、以前の会員コー ドと更新後の会員コー ドを入力することにより、自

動的にその会員に対する、期間の延長を行 う。

有効期限更新処理の動作形態 は、ディスプ レイ装置への会員 コー ドの入力を行 う、画面

会話型の処理である。
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b.会 員 カー ド再 発行処理

・概要

会員 カ ー ド再 発行処理 は、会員 サ ブデー タベースの会員情報 につ いて、該 当会員 の会員

コー ドのみを変更 す る処理 であ る。

会員 が、加盟店 で購買 デー タをPOSタ ー ミナルか ら取得 す るための会員 カー ド(磁 気

カー ド)を 、紛失 ・破損等 によ り使 用で きな くなった場合 に、新 しい会員 カー ドを発行 し

た際 に使用す る。

デ ータベ ース内で管理す べ き会員 コー ドは、基本 デー タと購買 デー タとの間で矛盾 が生

じない様 に してお く必要が あ り、新 しい会員 カー ドが発行 された場 合 は、会員 サブデー タ

ベース内の会員 『一 ドも変更す る必要 が る。

・機能

会員カー ド再発行処理は、サービスカウンタにおいて会員からの再発行依頼を受け付け

た際に、新会員カー ドを渡 した時に行われる。

この処理が行われる場合には、データベース内の会員情報の中で、会員コー ドだけが変

更される。

処理の動作形態は、ディスプ レイ装置への会員コー ドの入力を行 う画面会話型の処理で

ある。

c.会 員 データ削除処理

・概要

会員データ削除処理は、会員サブデータベース内の特定の会員情報について、その情報

の削除を行 う処理である。

規約違反やその他の事情により会員を除名する場合、又は会員の希望により脱会す る場

合等に使用される。

データベース内に無効なデータを蓄積することが無いよう、上記の様な事象が発生 した

場合 しは、この処理を行 う必要がある。

・機能

会員データ削除処理は、協同組合がある会員に対 して規約違反等の理由により除名を決

定 した場合や、サー ビスカウンタに会員より脱会の依頼があった場合に、即座行われディ

スプレイ装置への会員コー ドの入力を行 う、画面会話型の処理である。
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d.蓄 積データ削除処理

・概要

蓄積データ削除処理は、累積サブデータベース内にある会員の購買データの内、一定期

間を超過 した明細を削除する処理である。

データベースに蓄積されている購買データは、永久にシステム内で保持 しておく必要 は

なく、また磁気 ディスク装置等のハー ドウェア資源の限界 もあることか ら、ある程度の期

間を超過 した購買データは削除する必要がある。

・機能

蓄積データ削除処理は、ディスプレイ装置より、西暦である日付を入力することにより、

その日付以前の累積購買データを削除する。

この場合削除するデータは、あくまで も指定 日付以前の購買データの明細(買 上金額、

加盟店、優待額等)の みであり、会員の固有情報は削除の対象 としない。

処理の動作形態は、ディスプ レイ装置か ら日付を指定 した後、一括 して処理を行 うバ ッ

チ型の処理である。

⇔ 買上データ追加処理

・概要

買上データ追加処理は、累積サブデータベース内にある会員の購買データに、ある会員

の購買実績(明 細)を 追加する処理である。

通常購買 データは、加盟店に設置されているPOSタ ー ミナルで、取引を行 うことによ

り、自動的に明細データが発生するものであるが、何らかの障害によりホス トコンピュー

タに購買 データを収集できない場合が考えられる。

このような障害が発生 した場合に、購買データに抜けが生 じることが無いよう、会員の

買上データを追加す る必要がある。

・機能

買上 デ ータ追加処理 は、 ディスプ レイ装置 より会 員の買上情報(日 付 、会員 コー ド、加

盟店 コー ド、買上金額等)を 入力す ることによ り行 われ、翌 日の 日次更新 によ りデー タベ

ースに反 映 され るが
、入力 す る際には、 レシー ト等 会員 が購買 した ことを証 明す る資料が

必要 であ る。
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④ 加盟店管理サブシステム

加盟店管理サ ブシステムでは、以下の様なデータの流れとなる。

・加盟店

サ ブデータベース

割戻 し率変更

チェ ック リス ト

a.加 盟店情報登録処理

・概要

加盟店情報登録処理は、高岡市商圏データベースの基本データの1っ である、加盟店の

固有情報を、加盟店 サブデータベースに登録 し、また変更があった場合には修正を行 う処

理である。

加盟店情報は、会員の管理を行う場合の属性情報としても重要であ り、また分析資料の

出力や経費処理を行 う場合にも大事な要件となるため、システムの運用を行 う前にあらか

じめデータベースに登録 しておかなければならない。

・機能

加盟店情報登録処理では、 システム運用を行 う前に、加盟店の固有情報(加 盟店コー ド、

加盟店名簿等)を ディスプ レイ装置より入力する。

また、上記の加盟店情報に変更が生 じた場合には、その時点で、登録の際と同様に、ディ

スプレイ装置よ り修正を行 う。

動作形態は、ディスプレイ装置での入力/修 正を行 う、画面会話型の処理である。
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b.加 盟店割戻 し率変更処理

・概要

加盟店割戻 し率変更処理は、本 システムを運用する上での会員へのサービスである割戻

しにっいて、各加盟店での割戻 し率を変更する処理である。

本 システムでの割戻 しは、加盟店で会員が現金で商品を購買 した場合に、その購買金額

に対 して購入 した加盟店に設定されている割戻 し率を掛けることによって、金額を算出 し

ている。

なお、特に変更 しない場合の標準の割戻 し率が、各加盟店別にあらかじめ設定 してある。

・機能

加盟店割戻 し変更処理 は、加盟店よりイベント等によりある特定の期間で割戻 し率を変

更する旨の依頼があった場合に、ディスプレイ装置より、対象の加盟店コー ド、割戻 し率

及びその期間を設定する。動作形態 は、ディスプレイ装置での入力/修 正を行 う、画面会

話型の処理である。

また、加盟店 と組合 との間の経費にも影響する情報であるため、入力 したデータの確認

のたあのチェックリス トも出力可能である。

c.加 盟店経費一覧処理

・概要

加盟店経費一覧処理は、本 システムで会員への割戻 しサービスを行 うことによる、加盟

店での割戻 し経費を帳票に出力する処理である。

割戻 し経費は、各加盟店で会員が購買することにより発生する、割戻 し金額の、加盟店

別での一定期間の累計である。

・機能

加盟店別の割戻 し経費は、日次更新サブシステムで前日の取引金額により加盟店サブデー

タベースに累計されており、加盟店経費一覧処理は、この経費情報を加盟店情報 と組み合

わせて編集出力す る。

動作形態 は、ディスプ レイ装置からの指示で一括出力を行 う、バ ッチ型の処理である。
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⑤ 日次更新 サ ブ システ ム

日次更新 サ ブシステムでは、以下 の様 なデータの流れ とな る。 (毎 日動作する)

会員購買情報 会員保守サブシステム

データ形式統合

異常データ振 り分け

加盟店管理サブシステム

高 岡市商圏 データベ ース

・会員/累 積/加 盟店

サブデータベース

a.デ ータ形式統合処理

・概要

データ形式統合処理は、日次更新サブシステムでの入力処理に相当する部分であり、デー

タベースを更新す るためのデータを作成する役割を持 っている。

データベース運用 に必要な、加盟店POSタ ーミナルからの会員購買情報、会員保守サ

ブシステムで処理 された会員に関する変更情報、加盟店管理サブシステムで処理 された割

戻 し情報等の各データを、データベースの更新に適したデータ形式 に変換/統 合するため

の処理である。
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・機能

データ形式統合処理は、毎 日ホストコンビ昌一夕の起動時に自動的に実行 されるため、

システムのオペレータが特に意識する必要 は無 い。

会員購買情報、会員保守情報、加盟店情報か ら、当日のデータベースを更新すべきデー

タを抽出し、主 として会員別 にデータの変換/統 合を行 った後、次の異常データ振 り分け

処理を行 うために必要なワークファイルを作成する。

b.異 常 データ振 り分 け処理

・概要

異常データ振 り分け処理は、データ形式統合処理で作成されたデータベース更新用の入

力データにっいて、そのデータの内容の信頼性を確認するための処理である。

・機能

異常 データ振 り分 け処理 は、 データ形式統合処理 と同様 に自動的 に実行 されるため、 シ

ステムのオペ レー タが特 に意 識す る必要 は無 い。

この処理 では、デー タ形 式統合処理が作成 したワークファイルを入力 と して、その デー

タでデー タベースを更新 して良 いかど うか、各種 コー ドにっいてチ ェ ックを行 う。(会 員

コー ド、加盟店 コー ド等)

その後 、正常 なデ ータにっ いては、次 のデー タベ ース更新 処理 を行 うため に必要 なワー

クフ ァイルを作成 し、 また異常 とな ったデータにっ いて は、オペ レータによ りその正当性

を確認す るためにエ ラー リス トを出力す る。

c.デ ータベ ース更新 処理

・概要及 び機能

データベース更新処理 は、異 常 データ振 り分 け処理 によ り振 り分 け られた、正常 なデー

タを各 データベースに更新 す る処理であ る。

各 日次更新関連処理 と同様 に、 自動的 に実行 され るため、 システ ムオペ レー タは処理 そ

の ものを意識す る必要 は無 い。

この更新処理 によ り、本 デー タベース システムは、信頼性 のあ る、最新 の デー タを維持

して いることとな る。
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⑥ 属性情報管理サブシステム

属性情報管理サブシステムでは、以下の様なデータの流れとなる。

高 岡市 商圏 データベ ース

・会 員/累 積

サ ブデータベース

職業 テー ブル メ ンテナ ンス

地 区 コ ー ドメ ンテ ナ ンス

a.趣 味 テーブルメンテナンス処理

・概要

趣味テーブルメンテナンス処理は、課員サブデータベースの属性情報の1っ である、趣

味情報を入力/修 正する処理である。

会員サブデータベースでは、会員の趣味に関する情報を趣味 コー ドに意味づけ(読 書、

旅行等)を するものである。

・機能

趣味テーブルメンテナンス処理は、データベースの運用を行 う前にあらか じめ設定され

ている趣味情報を、変更す る場合に使用 される。

動作形態は、ディスプレイ装置から趣味 コー ドをキーにしてその意味を入力/修 正する

画面会話型処理である。
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b.職 業テーブルメンテナンス処理

・概要

職業テーブルメンテナンス処理は、会員サブデータベースの属性情報の1っ である、職

業情報を入力/修 正する処理である。

会員サブデータベースでは、会員の職業に関する情報を職業コー ドとして持っておりこ

の処理 は、その職業 コー ドに意味づけ(会 社員、主婦等)を するものである。

・機能

職業テーブルメンテナンス処理は、データベースの運用を行う前にあらか じめ設定 され

ている職業情報を、変更する場合に使用される。

動作形態 は、ディスプレイ装置か ら職業 コー ドをキーにしてその意味を入力/修 正する

画面会話型処理である。

c.地 区コー ドメンテナ ンス処理

・概要

地区コー ドメンテナ ンス処理は、会員サブデータベースの属性情報の1っ の、地区情報

を入力/修 正す る処理である。

会員サ ブデータベースでは、会員の住所 に関する情報を詳細な住所と全体の分類を行 う

ための地区情報の2種 類所有 しており、地区情報に関 しては、データ量を圧縮す る意味か

らも地区 コー ドとして管理 している。

この処理 は、その地区コー ドに意味づけ(高 岡市末広町、富山市等)を す るものであ

る。

・機能

地区コー ドメンテナンス処理は、データベースの運用を行 う前に、あ らか じめ設定され

ている職業情報を、変更する場合に使用 される。

動作形態は、ディスプ レイ装置から地区コー ドをキーにしてその意味を入力/修 正する

画面会話型処理である。
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d.天 候/気 温入力処理

・概要

天候/気 温入力処理は、システムを運用 した日の、天候及び気温を入力する処理である。

天候及び気温は、会員の購買動向を分析する際に、その変動によっての変化や影響を把

握するたあに有効であり、この処理では、累積サブディスプ レイで管理 している会員の購

買データに、天候や気温での意味づけをするために必要 となる。

この処理で入力 された天候/気 温は、カー ド利用月報等の分析資料を出力 した際に、補

助情報 として同時に出力される。

・機能

天候/気 温 は日付を基礎情報 として、ある日付の天候 と気温をそれぞれコー ド/数 字で

入力す る。

天候 は、あ らか じめ処理の内部で10種 類の意味を持 っている。

動作形態 は、ディスプ レイ装置から天候コー ド及び気温を入力する画面会話型の処理で

ある。
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⑤ プ ログラム開発

プ ログ ラム開発で はプ ログラム設計 にお いて決定 され た個 々の処理 にっ いて、 その詳細処理

手順(仕 様)か らホス トコン ピュータ用高級言語 に コーディ ングを行 い、 コ ンピュータ内部 言

語での コ ンパ イルを行 う。

上記 作業を、一般 的 にプ ログラ ミングと呼んでいるが、プ ログラ ミングの際 には、そのプ ロ

グラムを動作 させ るコ ンピュー タのOS(オ ペ レーティ ングシステム)の 機能、特にプ ログラ

ム開 発 に関連 す る機 能の内容 を、あ る程度 あ らか じあ習得 してお く必要が ある
。

また、プ ログラムはその 目的 とす る機能 によって様々な動 作形態 があ るが、今 回の 「高岡市

商圏 デ ィスプ レイ」 の システム構築 にあた って は、次の2っ の動作形 態があ る。

・画面会 話型 プロ グラム

・バ ッチ型 プ ログ ラム

以下 にそれぞれの動作形態にっいて概要を説明する。

① 画面会話型プログラム

画面会話型プログラムは、オペ レータの入力情報により動作のパ ターンが変動するプログ

ラムや、様々な種類の情報を個別に扱 うプログラム、処理結果を即座に表示 しなければなら

ないプログラム(高 レスポンス)等 に使用される、プログラムの動作形態である。

今回のシステム構築では、 この画面会話型プログラムにっいて、以下の様な順序での開発

を行い、また開発 ツール ・言語を使用 した。

a.開 発手順

・物理 デ ィスプ レイよ り、 その開発対象 プログラムに必要 な情報 を持つ論理 デ ィスプ レイ

を選択/作 成す る。

・デ ィスプ レイ装置 に表示 す るための
、画面 レイアウ トを作成す る。

・詳細処理手順 に沿 って
、高 級言語 で コーディングを行 う。

・コーデ ィングされ たプ ログラムソースの コ ンパ イルを行 う
。

b.開 発 ツール ・言語

・論理 デ ィスプ レイの選択/作 成:FDG(対 話型 フ ァイル定義体作成 ユテ ィ リテ ィ)

・画面 レイア ウ ト作成:FORM(対 話型画面:帳 票定義体作成 ユテ ィ リテ ィ)

・コーデ ィング言語:YPS及 びCOBOL
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② バ ッチ型 プ ログ ラム

バ ッチ型 プ ログ ラムは、主 に大量の デー タを一括 して処理 を行 うプ ログラムや夜間 や早

期 などのオペ レータが不在 の際 に自動 的に動作す るプ ログ ラム等 の、 レスポ ンスをさ ほど

要求 しない処理 の場合 に使 用 され るプ ログラムの動作形態 である。

今回 の システム構築 では、 このバ ッチ型 プ ログ ラムにっ いて 、以下 の様 な順序 での開発

を行 い、また開発 ルー ツ ・言語 を使用 した。

a.開 発手順

・物理 デ ィスプ レイよ り、その開発対象 プログラムに必要 な情報 を持 つ論理 デ ィスプ レイ

を選択/作 成す る。

・詳細処理 を手順 に沿 って、高級言語 で コーデ ィングを行 う。

・コーデ ィ ングされ たプ ログラムソースのコ ンパイルを行 う。

b.開 発 ルー ツ ・言語

・論理 デ ィスプ レイ の選択/作 成:FDG(対 話型 フ ァイル定義体作成 ユテ ィ リテ ィ)

・コーデ ィング言語:YSP及 びCOBOL
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(6)シ ステム単体/統 合 テ ス ト

システムを構築 す る場 合 には、開発 レたプ ログ ラムや ディス プ レイ等が、正常 に動作 す る

ことを充分 に確認 してか ら実運用 に入 る必要が あ る。

そのため、開発 の最小単位 であ るプ ログ ラムの単体か ら、本番 データを投入 しての全 シス

テ ムの レベルまでの、段階的 なテス トが必要 とな る。

ここで は、 「高 岡市商圏 デー タベ ース」 の構築 にあたって、 その段階的 なテス トの中で も、

単体 レベルの テス トと処理 の結合 レベルの テス トにっ いて説明す る。

① 単体テス ト

単体テス トは、 システムを構成するソフ トウェアの最小単位である、プログラムの動作

を確認するためのテス トである。(モ ジュールテス トとも呼ばれる)

単体テス トでは、各プログラムを開発する際の仕様 となるプログラム設計 に基づいて、

その処理が動作するために必要なデータを用意 し、個々の仕様通 りにプログラムが動作す

ることを検証 した。

この動作の検証の際には、各プログラムのテス トにおけるエラーの発生状況や、多数あ

るプログラムを全て検証することか ら、全体的なテス トの進歩状況等を管理 しなが ら作業

を進める必要がある。

本 システムでは、データベースを構築するための基本データである、会員情報や加盟店

情報等をあらか じめ登録 してお く必要があ り、また会員の購買データはデータベースの運

用に不可欠な情報であることか ら、全プログラムの中でも、特に以下の処理にっいて比較

的重点的なテス ト(検 証)を 行った。

・会員情報登録

・加盟店情報登録

・データ形式統合

・データベース更新

② 結合 テ ス ト

結合テ ス トは、単体 テス トが終了 した後 に、 システムの業務の単位で あるサ ブシステム

の単位での デー タの流 れ ・処理 の連 携を確認 す るためのテス トで ある。

結合 テス トで は、 システ ム設計 の段階で業務 を機能別 に分類 した、各 サ ブシステムにっ

いて、 それぞれ の設計 に基 づ いて その要求 され たことが満足 されてい るか、 あるいはデ

ー タベースに矛盾 が発生 して いないか等 をよ り実運用にそ った形 で検証 を行 った
。

一52一



本 システムでは、検証の際に、ソフトウェアの部分だけで無 く、実際に購買データが発

生する、POSタ ー ミナルで論理的なデータを発生させ、各サブシステムが動作 した後の

データベースの内容 にっいて も検証 した。

今回のシステム構築にあたっては、会員の購買データにっいてデータベースの内容に矛

盾が発生 した場合に影響が大 きく、特に加盟店経費や会員サービスの中心である優待額な

どの、金銭に関する部分に障害が発生 した場合には重大な問題に発展 しかねないため、様々

なパターンでの取引データをPOSタ ーミナルで擬似的に発生させ、以下のサブシステム

についての処理結果の重点的な検証を行った。

・会員処理サブシステム

・加盟店管理サブシステム

・日次更新サブシステム
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一(7)運 用 テス ト

本 番運用を ひかえて行 う運用 テス トは、高岡市商 圏デー タベースの内容 を検証す る うえで重

要 な位置づ けを持つ フェーズで あ る。

① テス ト項 目/テ ス ト内容

・テス トデータの入力/マ ス ターの セ ッ トア ップ

運用 テス トに先立 って、 テス トに使用す るデータベースのセ ッ トア ップを行 う必要がある。

今 回 は本番運用に先立 って会員 を半 月前 よ り募集 してお り、会員 データが、500会 員程度

事 前 にあっ まって いた ため、 この データをマス ターにセ ッ トア ップ し、 テス トデータと して

使 用 した。

運用 テス トに使用す るデー タベ ース はテス ト用 デー タベ ースを使用 した。

・POS端 末 データ入力 テス ト

会員 データ/お 買 い上 げデー タなどデータベ ースのデー タは各商店 に設置 されて いるPO

Sデ ータよ り入 って くるデー タが ほとん どであ るため、実際 にPOS端 末 を操作 して データ

を入力 し、 テス トを行 う。

●イ レギュ ラーテス ト

正常 データでの テス トの他 に、異常事態を想定 してイ レギュ ラーテス トを行 った。

POS端 末の誤 り操作 によ るデータ、回線異常 を想定 したテス トを行 った。

・アプ リケー ション環境 セ ッ トア ップ

本番運用を想定 して、 プ ログラムの動作環境 を本番 同様 にす る。

○ 自動運転の環境 セ ッ トア ップ

・システムの立 ち上 げ

・オ ンライ ンの プロ グラム起 動

・オ ンライ ンプ ログ ラムの終 了

・POS端 末 よ りの デー タ収 集

・POS端 末 データの ク リア ー

・日次処理 によるデー タベー スの更新

・各種 日次処理 の帳票類 の出力

・システムの終了
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・システムの稼働 時間の テス ト

本 システ ムは商店 街を対象 と して いるため、加 入 しいる商店の運用時間 に合わせ る必要が

あ るため、最 終的 に5時 ～2時 までの間オ ンライ ンは運用 して いる。

・POS端 末 の電 源投 入時間の テス ト

POS端 末 の電 源導 入 はお店の人が行 うがPOSの コン トロー ラは、 ホス トコンピュー タ

か ら自動電 源投入/断 の テス トを行 う。

・各種 マス ターのバ ックア ップ

日次更新 デ ー タのバ ックア ップ処理 のテス トを行 う。

② テス ト方法/体 制

・回線 テス ト/負 荷 テス ト

ハー ド/ソ フ トを含 めた回線 テス トと負荷 テス トを4日 間で行 った。

負荷 テス トは20～30分 連続 して デー タを頻度 を高 くし入力 しテス トをお こなった。

・テス トカー ド

運用 テ ス ト期 間 は本番 カー ドが出来 ていないため、予め テス トカー ドを用意 して、 テス ト

を行 うことと した。

・体制/要 員

運用 テス トの負 荷 テス トは支援 メーカであ る富士通よ り要員 をだ して行 った。

お店 は テス トの時間体 も業務 は行 って いるので、予めお店 にテス トを行 う旨了解 を、 とっ

てお いた。

テス ト要 員 は負荷 テス ト/回 線 テス ト時、約20人 の要員 を必要 とした。

③ 運 用 テス ト

本番 開始前2週 間 はお店 に本番を想定 して、 自由 に使 って頂 きテス トした。 それに加 えて

高 岡情 報 サー ビスの操 作員がお店 に行 って、テス トを行 った。

主 な テス ト内容 は以 下の通 り

・会 員 デー タの テス ト

(会 員 コー ド、店舗 コー ド、買 い上 げ金額等 々のデータベース更新 情報)

・デー タベー ス上 での更新 デー タの確認
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(8)デ ータベース設計構築

「高岡市商圏データベース」のシステムを構築す るにあたって、最大の検討課題となるもの

は、 どのようなデータをどのように して収集 し、またどのように蓄積 ・活用するかという点で

あると考える。

データベースの設計ではその部分を充分に考慮 し、限 られた開発期間の中で、できうる限り

の検討を行った。

この項では、全体のシステム構築の中で、データベースの構築作業にっいてのみの概略を説

明する。

システムの構築作業においては、開発工程での各段階で、データベースを設計 し構築するた

めの検討を以下の作業項 目により行 った。

開 発 工 程 データベースの設計/構 築

① 調査 ・分析 データ要件 ・活用方法検討

② 運用 ・システム設計 デー タ項 目の洗 いだ し

③ プログラム設計 ファイル構造 ・レイアウ ト検 討

④ プログラム開発以降 データの収集 ・登録作業

以下それぞれの検討作業 にっいて、概要を説明する。

① データ要件 ・活用方法検討

データ要件の検討は、システム開発工程の初期段階である 「調査 ・分析」工程で行い、

「高岡市商圏データベース」においてどのような意味を持った情報が必要か、基本的な部分

の検討を行 った。

また、伴せてその情報の活用方法にっいて、全商店街 レベル ・加盟店 レベルでの検討 も行

われた。

今回のデータベースを構築する目的を考慮すると、以下の様な意味を持 った情報を元に、

その活用を行 う必要があると考え られ る。

なお、この意味の異 なる情報 は、あ くまで も大きな 「高岡市商圏データベース」を構成

する1部 であ り、その情報の集まりを 「サ ブデータベース」と位置づけた。
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a.会 員 サ ブデー タベ ース

・情報 の意 味

会員 サ ブデータベ ースは、 「高 岡市商圏 データベース」 の内商店街 を訪 れ る顧客 の情報

を集積 した データベ ースであ る。

・活用方法

システムを運用す るにおいて、商店街を訪れる顧客を特定化する必要があり、磁気カー

ド(会 員カー ド)を 個人に発行することにより、個人情報を入手することが考え られた。

この個人情報を蓄積することにより、従来1商 店の固定客でしか把握で きなか った顧客

の情報を、商店街で把握す ることが可能になるため、顧客動向、商圏分析に利用できると

考えられる。

b.加 盟店 サ ブデータベース

・情報 の意 味

加盟店 サ ブデータベースは、高 岡商店街 を構成す る商店 の情報 を集積 した デー タベー ス

であ る。

・活用方法

顧客が商店街において購買 した場合、必ずある商店で商品を購入 しているはずであり、

顧客動向を把握す るためには、店側の情報も把握 してお くことが、必須条件である。

商店は多種 ・多様な商品を扱 っており、これらを店毎に業種に分類 したり、あるいは立

地条件等を考慮す ることにより、顧客の嗜好や商店街の構成等にっいての分析が可能にな

ると考えられる。

c.累 積(購 買)サ ブデー タベース

・情報 の意味

累積(購 買)サ ブデー タベースは、顧客が高岡商店街 で購入 した際の、購買時の情報 を

集積 したデ ータベ ースで あ る。

・活用方法

顧客の個人情報や加盟店の情報に加えて、顧客の購買時の金額や日付等の取引情報を蓄

積することにより、顧客の購買意欲や履歴を分析することが可能になると考えられ る。
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② データ項目の洗いだ し

データ項目の洗いだ しは、 システムの機能を確定する 「運用設計 ・システム設計」工程で

行い、データ要件 ・活用方法の検討で決定 したサブデータベースにっいて、その目的を達成

するために必要な情報の明細を洗いだ した。

以下に各サブデータベースでの必要なデータ項 目の例をあげる。

a .会 員 サ ブデ ータベ ース

・会員基本情報:会 員 コー ド、会員名、住所 、電話 番号 など

・会員属性情報:趣 味、生年 月日、職業 、来街 手段 など

b.加 盟店サプデータベース

・加盟店基本情報:加 盟店 コー ド、加盟店名、電話番号など

・加盟店属性情報:割 戻 し率など

c.累 積(購 買)電 話

・会員 コー ド、加盟店 コー ド、取引 日付、購買金額、来街頻度 など

③ フ ァイル構 造 ・レイ ア ウ ト検討

実 際に ホス トコ ンピュー タで データベースを運用す るためには、 システムの動作 に最適 な

構造 でデ ータベ ースを作成 しな ければな らない。

また、 データベ ースをアプ リケ ーシ ョンプ ログ ラムが扱 う場合 には、 そのプ ログ ラムの機

能 を実現 す る必要 最小限 のデー タ項 目があれば良 い。

フ ァイル構 造 ・レイ ア ウ ト検討 で は、上記 の要件を満足す る様 に、いかにシステム内にデー

タベースの環 境を作成す るかを検討 した。

通常 、 コ ンピュータ システ ムで は、 デー タを管理す る ファイル構造 として以下 の種類 の構

造 があ る。

・順編成 フ ァイル

・索引順編成 ファイル

・リレー シ ョナル データベ ース

・ネ ッ トワー クデ ータベ ース

今回の システム構築 で は、多種 ・多様な データ項 目を様 々な アクセ ス形式 で扱 う必要が あ

る ことか ら、論理的 な データの扱 いが この ことで管理 も容易な、 リレーシ ョナルデー タベ一
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スで全 て のデー タベー スを作成す る ことと した。

リレー ショナルデー タベ ースは、 データを二次元の表形式で管理 して いるため、デー タを

扱 うた めの アプ リケー ションプロ グラムの作成が容易であ り、 また、例 えば順編成 ファイル

が、基 本的 にデー タを先頭か ら昇順 に しか アクセスで きないことに対 して、順 アクセス、索

引順 アクセス、相対 アクセス(直 接 アクセス)が 可能である。

④ データの収集 ・登録作業

これまで設計や環境の作成を行 ってきたデータベースに対 しては、その必要なデータ項目

の情報(内 容)を 収集 し、ホス トコンピュータに登録しなければならない。

以下 に各サブデータベースにっいて、情報の収集方法とその登録にっいて作業内容を説明

する。

a.会 員サブデータベース

・情報収集方法

顧客の個人情報は、あくまでも顧客自身より入手する必要がある。

また、本 システムの場合は、一般的な基本情報のみではなく、様々な属性情報 も入

力の対象 としている。

そのため、この システムを稼働させることにより顧客にサービスを与えることにより、

その顧客を会員 として固定化することとした。

その際に、基本情報に加えて属性情報 も網羅された入会申込書を、会員に記入して

もらうことによ り、情報を入手することとした。

・情報登録方法

入会申込書には必要な会員情報が記入されているため、会員情報登録処理 によ り、

その入会申込書の内容をデータベースに登録することとした。

b.加 盟店サ ブデータベース

・情報収集方法

加盟店は不特定多数でなく、あらか じめ分かっているため、登録作業 を行 う前 に、

データベースに必要な情報を網羅 した、加盟店情報記入用紙を、加盟店に配付 し、記

入後に回収 して情報を入手 した。

・情報登録方法

加盟店情報記入用紙には、必要な加盟店情報が記入されているたあ、加盟店情報登

一59一



録処理 に よ り、 その内容 を デー タベ ースに登録す る ことと した。

c.累 積(購 買)サ ブデー タベー ス

・情報収集方法

会員の購買情報 は、日々の運用の中で加盟店で取引があった場合にデータが発生す

るものであり、あ らか じめ登録することは不可能である。

本 システムでは、加盟店に設置するPOSタ ー ミナルとホス トコンピュータを接続

することにより、日々加盟店で発生す る会員の購買データを収集することとした。

・情報登録方法

収集 した データは、 そのままで、 デー タベースに累積 す るデ ータとはな らないため、

日次更新 サ ブ システムによ り、 デー タベ ースに更新可能 なデ ータ形式 に した後 にデー

タを登録 す る こととした。
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(9}プ ライバ シー等 に関す る研究

本 システ ムは会員情報/加 盟店情報等個人 のプ ライバ シーに係わ るデータが データベース に

沢 山ふ くまれて お り、 これ らの データを保護 す ることが重要 な課題であ る。

ここで は、会員/加 盟 店情報 のプ ライバ シー保護 、データベースの機密保護、 シス テムでの

機密保護 、 プ ログラムで の機密保護 にっ いて考え る。

・会 員 のプ ライバ シー

会員 の情報を収集 す るにあた って高岡情報サー ビス としては、 これを機会 に出来 る

だ け多 くの情報 を収集 したい と言 う意見 も出ていたが、会員 が申告 して くれ るか も含

めて次の よ うなデー タは収集 しない ことと した。

・身長/体 重

・洋服 サイズ

・靴の サイズ

・年収

等 々

・加盟 店の プ ライバ シー

本 システムは加盟店 よ り売上 デー タがデー タベ ースに収集で き、分析出来 ることが

特 徴で あるが、各個店の データは他 の個店 に知 られ ると具合が悪 い事が多い。

これ に伴 い次 の よ うなデータは他 か らは見 えないよ うに保護 をか けて ある。

・個店 の売上 データ

・顧客 の数

・顧客 の名前/住 所等 々の顧客 データ

等 々

・データベースの機 密保護

本 デー タベー スは リレー ショナルデータベ ースであ りプ ログラムは物理 ファイルを直接

アクセスす る訳 で な く必要 な論理 ファイルだ けを アクセスす ることにな っている為、不要

なデータを アクセスす る危険 はない。

また、デー タベ ース システ ムの管理機能 によ りアクセ ス権 を制 約す ることができ格 々業

務 によ り制限 を加 え ることがで きる。

・読 み取 り権

更新 を禁止 す るア クセス権 であ り、参照系 のプログラムはこの権 利 しか与 えない ことに

して いる。

帳票 出力 のプ ログラム/フ ァイル操作 ツールは この権利 をあたえて いる。
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・更新権

日次更新/各 種 マス ターの更新 系の処理 はこのア クセス権をあ たえて いる。

次 のよ うな処理 は更新 系の処理 となってい る。

・日次更新/月 次更新

・会員 マスターメ ンテナ ンス

・加盟店 マス ターメ ンテナ ンス

・割引率 マスターメ ンテナ ンス

等々

・操作 権

データベ ースその ものの創成/追 加/削 除/再 編成を行 う権利 であ り一般 に アプ リ

ケ ー ションや フ ァイル操作 ツールでは与 え られない権利 であ る。

本 システムで は システ ム管理者 が この権利 を有 してい る。

・システムでの保護

システムで は、利用者 に使 え るデー タの資格 を与え ることがで きるよ うにな ってお

り利用者 によって、起動 で きるプ ログラムを規定 し、不要 のア クセスが出来 ないよ う

に配慮 して いる。
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1.2-4実 施 体 制

協同組合組織で運営(名 称:協 同組合 高岡情報サービス)

代表理事1名 副理事長3名 専務理事1名 常務理事5名 計10名

1経 営 会 議1課 長以上

部
長

板

倉

陸曹業部T

ー

課
長

川

端

博喜業一建課長小馬伸治1⊥営業二選課長黒川定行冨業三題

1

小-林-山「喜-黒

部長

田

畑

晃

棄

務

部

T

部長

田

畑

晃悪務部一

課長

大

茂

昭

弘

1⊥

シ
ス
テ
ム

開
発
課一

所
長

黒

田

志

延事務正室長氷見義春経理垂

1

河-関-河

内 谷

邦 信

利 一

合 田

晋 勉

島

浩

利

昭

本

章

夫

多

恵

三

1.2-5実 施運営

協同組合 高 岡情報 サ ービスが顧客管理 カー ドシステムの運営 にあ り、 ウ ィング倶楽部

とい う会員 カー ド発行 を行 うシステムを採用 しま した。以下 に、その規約 にっ いて詳細 に

記 します 。
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(1)会 員規約

ウ ィ ン グ 倶 .楽 部

エ グ ゼ ク テ ィ ブ カ ー ド会 員 規 約

第1条 《会員の資格》

会員 とは、ウィング倶楽部 ・エグゼクティブカー ド会員規約を承認の上、協同組合高岡情

報サービス(以 下 「当社」という)に ウィング倶楽部(以 下 「クラブ」という)の 入会申 し

込みをされ、所定の手続きを完了された方をいいます。

第2条 《会員の入会》

① 会員は入会に際 して、ウィング倶楽部 ・エグゼクティブカード入会申込書の記載事項を

記入 しクラブ入会金300円 と年会費500円 を納入 し、 ウィング倶楽部 ・エグゼクティブカー

ドを受領できるものとします。

② 入会金は入会時のみ申 し受けるものとし、退会その他の理由いかんにかかわ らず返金致

しません。

③ 年会費は会員が当社に納入 した日より、原則 として1年 間有効 とします。尚、納入 した

年会費は退会その他の理由いかんにかかわらず返金致 しません。

第3条 《ウィング倶楽部 ・エグゼクティブカー ドの発行 ・貸与》

① ウィング倶楽部 ・エグゼクティブカー ド(以 下 「エグゼ ・カー ド」という)は 会員1名

にっき、1枚 発行するもの とし、入会金並 びに年会費を納入 したとき会員としての資格を

有 し、会員にエグゼ ・カー ドを貸与いた します。

② 入会金並びに年会費の納入は当社及び加盟店の所定の場所にて申 し受けます。

③ 会員はエグゼ ・カー ド裏面の会員署名欄 に自著 し、善良なる管理者の注意のもとにエグ

ゼ ・カー ドを保持するものとします。

④ エグゼ ・カー ドは自著 した会員のみが利用できるものとし、会員以外に譲渡 ・貸与 ・質

入れに使用することはできません。

第4条 《エグゼクティブカー ドの有効期限》

① エグゼ ・カー ドの有効期限 は第2条3項 にもとづき年会費を納入 した日か ら1年 間とし

ます。次年度への継続 も年会費の納入をもってカードの有効期限の更新 とします。

更新手続 きは、当社のサービスカウンターで申し受けます。

② エグゼ ・カー ドの有効期限の継続を希望 される会員の手続 きは、有効期限当来 日以前30

日か ら申し受けます。尚、有効期限当来 日以降2ケ 月間の猶予期間内に継続更新手続 きを

完了 しないときは、自動的に会員の資格が喪失 されますのであらか じめご了承 ください。

③ エグゼ ・カー ドの再発行は、紛失、損傷等の理由で当社が認めた場合に限 ります。

尚、その場合実費300円 を申し受けます。

第5条 《エグゼクティブカー ドの利用》

① 当社の加盟店で商品購入並 びにサービスの提供を受ける場合、会員はカー ドを提示 し、

現金またはウィング倶楽部専用の 「500円ご優待券」を添えて、お支払 いいただ くものと
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します。

② 当社 と契約 した提携店の施設 ・サービスの提供を受ける場合、会員 はカー ドを提示 し、

施設利用料等を現金で支払 うことにより、サー ビスまたは優待を受けることができます。

第6条 《会員の特典》

① 当社の加盟店でのエグゼ ・カー ド利用に際 して、会員はエグゼ ・カー ド利用代金のうち、

次のすべての要件を満たす ものにっいてのみ、ご利用代金(消 費税抜 き)の3%以 上に相

当す るご優待額を受けることができます。

イ.ご 優待 は、第4条 の1項 にもとづき会員が年会費を納入 した日か ら、 その効力が

発生す るものとします。

ロ.ご 優待 は、エグゼ ・カー ド利用代金の うち、ご利用当 日に現金でお支払 いされた

金額のみとします。

② ご優待額の割戻 し

イ.エ グゼ ・カー ド利用代金のうち、前日までのご優待累計額が500円 以上になった時

ご優待額相当の 「500円ご優待券」を発行致 します。但 し、500円 未満の端数 は次回に

加算 させていただきます。

ロ.「500円 ご優待券」はエグゼ ・カー ド利用代金のうち前日までのご優待額累計を算出

し、該当自動発券機(又 はサービスカウンター)で 、発行致 します。

エグゼ ・カー ドがありませんと街頭自動発券機でのご優待券の発行はできません。

また、同機ではご優待額累計の残高確認 もできます。サービスカウンターでのご優待

券の発行は、街頭自動発券機が当社の都合で使用できない場合に限 ります。

ハ.エ グゼ ・カー ド発行時にかぎり発行当日から3日 間 は、街頭自動発券機 での ご優

待残高の確認及びご優待券の発券はできません。

③ 当社 と契約 した提携店でのエグゼ ・カー ド利用に際して、会員はエグゼ ・カー ドを提示

し、施設利用料等を現金で支払 うことにより提携店のサービス又はご優待が うけられるも

のとします。

第7条 《エグゼクティブカー ドの利用の除外》

商品等の購入代金のお支払いに際 しては下記に指定 した金券類でのエグゼ ・カー ド利用は

できません。

① 商品券、ギフ トカー ド、プ リペイ トカー ド並びに金券類。

② 当社及び加盟店の発行 した、商品お取替券並びに金券類。

③ その他当社及び加盟店が特に指定 したもの。

第8条 《ご優待適用の除外》

エグゼ ・カー ド利用代金並 びに優待金使用に際 して、次の商品等 にっいては、 ご優待が

適用されません。

① 商品券、たばこ、切手、官製 はがき、収入印紙、金 ・銀 ・白銀の地金類、 ビール券など

の各種ギフ ト券、プ リペイ トカー ド、当社及び加盟店のギフ トカー ド、酒類、消費等間接
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税(内 税分 も含む)。

② 当社及び加盟店で特に指定 したもの

③ 「500円ご優待券」での購入商品。

第9条 《ご優待券の効力》

① ご優待券のご使用は、原則として発行日当日限 りと致 します。

② ご優待券のご使用は、第3条 ③項及び第5条 ①項にもとづき会員本人のみが使用できる

ものとします。

③ ご優待券 は、商品引換券であったこれを換金することはできません。

④ ご優待券 は、当社加盟店以外ですることはできません。

⑤ ご優待券のご使用に際 しては、各種クレジッ トカー ドとの併用払いはできません。

第10条 《住所変更》

会員は住所、氏名を変更 した場合、当社に連絡するものとします。

尚、連絡 なき場合、当社か らの通知書及 び各種 ご案内等が郵送できない場合 もあ ります。

第11条 《エグゼクティブカー ドの紛失 と盗難》

会員 はエグゼ ・カー ドの紛失又は盗難にあったことを知った場合は直ちにその旨を当社に

通知するものとします。

第12条 《会員の資格の継続 と喪失》

① 会員の資格 は、入会金並 びに年会費を納入 したときに、その効力が発生 し次年度 も年会

費を納入することにより自動的に資格を有するものとします。

② 会員は本規約に違反 した場合は直ちに資格を喪失するものとします。

第13条 《ご優待累計残高の抹消とご優待券発行停止期間》

① 第4条 ②項及び第12条 ②項により会員資格の喪失後は、ご優待累計残高 も抹消されます。

② 第4条 ①項及び第12条 ①項の更新手続 き当日は、ご優待券の発行が出来ないものと致 し

ます。

第14条 《退会》

① 会員は会員の申し出により随時退会できるものとし、退会に際 しては、当社の定めた所

定の手続 きを完了 した後、退会届けの提出とカー ドを返却するものとします。

② 優待額の精算 は、500円 単位 とし、 「商品お取替券」の発行をもって行 うものとします。

尚、優待額が500円 未満の端数は切 り捨てさせていただきます。

③ 入会金並びに年会費は第2条 の規約により返金いたしません。

第15条 《規約の変更》

本規約を変更する場合は、あ らか じめ会員に変更事項をダイレクトメール等でお知 らせ致

します。尚、当社が変更内容を通知 した後、会員がカー ドを使用 した場合、変更事項が承認

されたものとみな します。

第16条 《催時案内等の送付》

会員は当社及び加盟店から通知書以外の宣伝 ・印刷物等を送付することをあらか じめご了
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承下 さい。

第17条 《問 い合 わせ》

本規約 につ いてのお問 い合 わせ 、 ご相談 は当社 サービスカ ウンターにご連絡下 さい。

1.《 ウ ィング倶楽 部イ エv－ カー ド会員規約 にっ いて》

ウ ィング倶楽部 イ エローカー ドを現 金にて ご利用 の場合は、ウィング倶楽部 エグゼクテ ィブカー

ド会員規約 を準 用す る もの とし、 ク レジ ッ トカー ドと して ご利用 の場合 は、株式会社 ジャ ックス

(以 下単 に 「ジャックス」 とい う)の 会員規約 を準用す る もの とします。

2.《 ウ ィ ング倶楽部 イエローカー ドの入会 申込 み と承認》

申込者 が ウ ィング倶楽部 エ グゼ クテ ィブカー ド会員規約を承認 の上 、高 岡情報 サ ー ビス(以 下

「当社」 とい う)に ウィング倶楽部 イエ ローカー ドの入会申 し込 みを され、 ジ ヤクスが入 会 を承

認 す る場合 にはウ ィング倶楽部 イ エローカー ドと共 に'ジャックス会員規 約

を送付致 します。

申込者 が送 付 され たイエ ローカ ー ドを利 用 した ときは、 ジャ ックス会 員規約 を承認 した もの と

します 。

又 、 ジャ ックスで入会 を承認 されない場合 も、特 に申込者に対 して通 知が行 われな い事を 申込

者 は承認 す る もの と します。

3.《 イエ ロー カー ド年会費》

ウィ ング倶楽部 イエ ロー カー ドの年 会費500円 は、高岡情報 サ ー ビスの依頼 に基 づ き ジ ャッ ク

スが 、表記 指定 口座 よ りジャックス所 定の期 日に引落 しす る事 を申込者 は承認する ものと します。

相談 窓 ロ

1.商 品等 にっ いて お問 い合わせ ・ご相 談 はご購入 ・ご利用 された加盟店 におたずね下 さい。

2.エ グゼクテ ィブカー ドにっいてのお問 い合わせ ・ご相談 は下 記 の高 岡情報 サ ー ビス ・ウ ィ

ン グ倶楽 部サ ー ビスカ ウ ンターにお たずね下 さい。

〒933富 山県高 岡市 末広町41-2末 広 セ ンター ビル4F

電話番号(0766)26-5348

3.イ エローカー ドにっいての ご相談 ・お問い合わせ並 びに支払 い停 止 の抗弁 に関す る書 面 に

っ いて は、下記 の株式会社 ジャ ックスにおたずね下 さい。

お客様相談室 〒141東 京都品川区西五反 田1-31-1

日生五反 田 ビル8F

登録番号:北 海道財務局長(2)第00007号

電話番号(03)490-5200(代)(2)加 盟店規約
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② 加盟店規約

ウ ィ ン グ 倶 楽 部 加 盟 店 規 約

第1章 総則

第1条(互 恵活動)

協同組合高岡情報サービスと加盟店とは、互いの利益を追求するために相互に協力 しなけ

ればいけないものとします。

第2条(加 盟店)

1.本 規約を承認のうえ協同組合高岡情報サービス(以 下 「甲」 とい う)に 加盟を申込み

甲が加盟を認めた法人または個人を加盟店(以 下 「乙」 という)と します。

2.乙 は当該店舗内外の見易いところに甲の定める加盟店標識を掲示するものとします。

3.乙 は甲の定める方法で、甲の指定するPOS端 末機またはCAT端 末機を導入するも

のとします。

4.乙 は甲が加盟 を承認 したのち、前項で指定する端末機操作教育期間を終了後、甲の定

める日か ら運用することができるものとします。

第3条(差 別待遇の禁止)

乙はウィング倶楽部会員(以 下 「会員」 という)へ の現金販売及び信用販売に対 し他の現

金客と異 なる代金を請求す るなど会員に不利 となる取扱いを行わないものとします。

第4条(各 種 クレジットカー ドの取扱)

1.本 規約第2条3項 の規約により乙が導入 した端末機 で、甲の指定す る各種 ク レジッ ト

カー ドも同時に取扱い及び処理が出来るものとします。

2.ク レジットカー ドの取扱等に関 しては、各クレジッ ト会社の定 める加盟店規約に基 づ

くものとします。

第H章 ウィング倶楽部エグゼクティブカー ド(現 金会員カー ド)

第5条(ウ ィング倶楽部エグゼクティブ・カー ドの取扱を販売の方法)

1.乙 は会員か ら提示 されるウィング倶楽部エグゼクティブカー ド(以 下 「エグゼ ・カー

ド」 という)は 、別途に定める運用規定及び業務運用手引どうりに取り扱わなければいけ

ないものとします。

2.運 用規定の一部が変更になった場合には、甲は速やかにその旨を乙に通知 します。

第6条(優 待券の取扱と決済)

1.乙 は甲の発行する優待券を会員より提示を受けた場合、現金と同様に扱 うものとします

が、返金はしないものとします。またその優待券は、裏面に加盟店印を押印の上、所定の

合計表により甲に提出す るものとします。

2.甲 は前項により送付 された優待券について毎月20日 に締切 り、当月末 日にその合計金

額を乙宛支払 うものとし、その支払 については、次条に定める銀行口座に振込 もの としま

す。但 し当該支払 日が銀行休業日の場合は翌営業 日とします。

3.そ の他の優待券の取扱方法の詳細にっいては、別途運用規定に定めます。
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第7条(指 定金融機関)

1.乙 は甲に取引銀行 ・口座番号を届出るものとします。

2.前 項の取引銀行 は甲の指定する金融機関の何れかとし、その指定金融機関 は運用規定

に定めます。

第8条(月 報の送付及 び賦課金の支払)

1.甲 は乙における会員のウィング倶楽部 エグゼクティブカー ド利用記録を月報 に纒 め、

当月分を翌月5日 までに送付す るものとします。

2.乙 は甲への賦課金5,000円 及び次条の手数料また第10条 で定める事務処理料を毎月末日

に前条で定めた銀行口座より自動振替で支払 うものとします。

第9条(手 数料)

1.乙 はウィング倶楽部エグゼクティブカー ド利用による売上の3%を 手数料 として甲に

支払 うものとします。但 し、甲はこれをすべての会員に還元するものとします。

2.前 項で定めた料率 は、乙の申出により上げることができるものとします。

3.ク レジットカー ドの手数料にっいては別途にその料率を定めるもの としますが、 その

手数料 は乙への支払代金か ら差 し引 くものとします。

第10条(事 務処理料)

第8条1項 で定めた月報以外の各種帳票及び宛名 ラベル等の作成に関 しては別途定める料

金に従 うものとします。

第皿章 ウィング倶楽部イエ ローカー ド(ク レジッ ト兼用カー ド)

第11条(ウ ィング倶楽部イエv－ カー ド)

ウィング倶楽部イエローカー ド(以 下 「イエローカード」という)は 、甲と株式会社 ジャッ

クス(以 下 「丙」という)の 業務提携 により発行するものとします。

第12条(信 用販売)

乙は、イエローカー ド会員(以 下 「イエロー会員」とい う)が 有効 なイエローカー ドを呈

示 して、物品の販売またはサービスの提供をもとめた場合は以下の規約及び本規約第3条 に

したがいイエロー会員に対 し信用販売をするものとします。

第13条(信 用販売の方法)

乙はイエロー会員か らイエローカー ドの呈示 による信用販売の要求があった場合は、カー

ドの真偽、有効期限、紛失、盗難 などの通知の有無を確認し、丙所定の売上表にイエローカー

ド記載の会員番号、会員氏名、有効期限、取引日付および金額等所定の事項を記入の うえ、

その場でイエロー会員の署名を徴求 し、イエローカー ドの署名と売上表の署名が同一である

ことを確認するものとします。この場合、売上票に記載できる金額は当該販売代金のみとし、

現金の立替、過去の売掛金の精算を含まないものとします。

第14条(信 用販売限度額)

1.乙 がイエロー会員に対 して行 うことのできる信用販売の制限額 は1人1回10万 未満(貴

金属、宝石は5万 円未満)と します。

2.イ エロー会員から前項の信用販売限度額を越えて信用販売 の要求があ った場合 は事前
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に丙 に承認を求め、承認番号を売上票の承認番号欄に記載す るもの とします。

3.丙 の承認を得ないで前項 に違反 して信用販売を行 った場合は、乙がその超過額に対 し

責任を負 うものとします。

第15条(無 効カー ドの扱い)

1.丙 か ら紛失 ・盗難などの理由により無効を通知 されたイエローカー ドでは、信用販売

を行わないものとし、当該イエローカー ドを回収のうえ直ちに丙宛その旨を電話連絡する

ものとします。

2.前 項 に違反 して信用販売を行 った場合は乙が一切の責任を負 うものとします。

第16条(売 上票の提出と締日)

1.乙 はイエロー会員 に信用販売 した売上票 は、1週 間毎に集計 し、所定の集計表により

甲に提出するものとします。また、甲はその売上票 は取 り纒まのうえ甲丙間で定めた縞 目

までに丙に提出するものとします。

2.乙 がイエロー会員に信用販売 した売上票縞 目は毎月5日 、20日 と し、甲はその縞 目の

翌営業日正午まで受け付けるものとします。

尚、縞目から5営 業日地以上経過 したものにっいては、乙はその代金を甲及び丙に請求

できないものとします。

第17条(手 数料及び縞 目 ・支払期日)

1.乙 は、信用販売額にっいて別途定めた運用規定記載の料率 により計算 した手数料 を甲

宛支払 うものとし、甲はその手数料を取 り纒めのうえ丙宛支払 うものとします。

2.甲 は前条によ り提出された売上票にっいて前項の手数料を差引いた金額を5日 糖分 は

当月20日 、20日 締分ついては翌月5日 に本規約第7条 により乙が甲に届出た銀行口座に振

込するものとします。また、ボーナス一括払いにっいて も通常 と同様の結目払いとします。

但 し、当該支払 日が金融機関の休 日の場合は翌営業 日とします。

第18条(売 上票の返却)

乙が甲を経て丙に提出した売上げ票が正当なものでないこと、また売上票の記載内容が不

実不備であることが判明 した場合、丙 は甲を経て乙に通知のうえ、乙に当該売上票を返却す

るものとし、また当該代金が支払済みの場合は直近の甲か ら乙に支払われる支払金と相殺す

ることができるものとします。

第19条(会 員カー ド利用方法)

1.イ エロー会員がイエローカー ドを利用に際 し、利用金額を現金で支払 う場合、乙はイ

エローカー ドをエグゼカー ドとして扱 うものとし、本規約第II章を準用するものとする。

2.イ エロー会員が信用販売を利用す る場合の支払回数は、1回 、2回 、3回 、6回 、10

回、15回 、20回,ボ ーナス一括払いとし、ボーナス一括払いの取扱い期間については、原

則 として次の通 りとします。

夏期4月1日 より5月 末 日まで

冬期9月1日 より10月末 日まで

第20条(イ エロー会員 との粉議)

イエローカー ドの利用により販売 した物品または提供 したサービスに対する粉議は全て乙

一70一



とイエ ロー会員 とにお いて解決す る もの とし、 甲 ・丙 は一切 その責 を負 い ません 。

第IV章 規約変更と協議事項

第21条(加 盟金)

乙は加盟申込 と同時に加盟金 として金 円を甲に支払 うものとします。

第22条(解 約)

乙が この約定を解約 しようとす る場合は、書面により6ケ 月前までに甲に申入れるものと

します。

第23条(規 約違反及び解除)

1.乙 が本規約に反する行為を行 った場合、運用規定 に定め る罰則 を適用するもの としま

す。

2.乙 の信用状態に重大な変化が生 じた場合、また甲が乙を加盟店 として不適当と認 めた

場合 は甲はいっでもこの約定を解除 し、かっ、その場合生 じた損害の賠償を請求す ること

ができるものとします。

第24条(合 意管轄裁判所)

甲と乙との間で訴訟 の必要が生 じた場合は、高岡地方裁判所を合意管轄裁判所 とします。

第25条(規 約の変更)

この規約を変更 した場合は、甲は新規約を乙にその旨を通知 します。乙がその通知をうけ

た後にウィング倶楽部 カー ドの取扱を行った場合には、新規約を承認 したものとみなし、以

後の取扱等については新規約が適用されるものとします。

第26条(届 出事項の変更)

乙が甲に届出た商号、代表者、所在地、組織、決済口座等に変更を生 じた場合はただちに

甲に届出るものとします。

第27条(本 規約に明記のない協議事項)

本契約に定めのない事項にっいて、様々に疑義が生 じたときは互 いの信義に基づき協議す

るもの とします。

第28条(有 効期限)

別途甲、乙間で締結の契約有効期限は2ケ 年 とし、期間満了の6ケ 月以前に甲乙のいずれ

か らも改廃の申し出がない時には、更に2ケ 年延長するものとします。

一71一



01-10.2実 施 結 果

(1)共 同顧客カー ド管理 システム導入の個店にとっての意義

商店街カー ド加盟店 における現金カード使用買物総額の一定額を返還す るといった特典をもた

せた、共同顧客カー ド管理 システムが個店にもたらす意義にっいて、検討 した。その結果、最 も

商店街の個店にとって意義あることと考え られたものは、現金返還により商店街における顧客の

購買意欲が向上するといったことである。

現在、商店街の多 くの個店にとって、短期間に売上を伸ばすといったことが、最 も重要な課題

であり、現金返還 といった特典のあるカー ドの発行 といったことが、直接的に顧客の商店街にお

ける購買意欲の向上にっながるといった期待が大きいといえる。

また、商店街全体 としての顧客情報の収集により、個店独自で行うよりも広い範囲での顧客デー

タの収集が可能になる。さらに顧客データの蓄積、管理 といった点においても個店の負担を軽減

するといった意義 も大 きい。

また、現在顧客に対する広報等をダイレクトメールにより行っている商店にとっては、より広

い範囲からのダイレク トメール送 り先の選択が可能であるといったことも、大きな魅力であると

考えられている。

個店の日常業務において も、顧客管理のための特別な業務が増えるといったことなしに、その

個店における顧客の個人別売上状況といったものが把握でき、顧客管理の第1段 階に無理なく入っ

ていけるため、商店街におけるよ り多 くの個店の顧客管理 システムへの参加 といったことが期待

できる。

商店街独自のカー ドの読み取 りだけでなく、一般のク レジットカー ド与信チェックといったこ

とにっいて も、個店におけるレジ端末機を通 して、商店街共同顧客管理セ ンターとCAFISセ

ンターとの接続により簡単に行 うことがで きるたあ、クレジッ トカード利用客の個店での対応が

よりスムーズに行えるといったことも、このシステムの個店にとっての大 きな魅力であると考え

られる。
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共同顧客カー ド管理 システム導入による個店のメ リッ ト

・カー ド利用者への現金割戻 しによる利用者の商店街における購買意欲の向上

・個店独自の顧客管理がなくても、その個店における顧客別売上の把握が可能

・ダイ レトメール発送先の選択範囲が増大する

・個店での顧客データの打ち込み、保守、管理といった業務なしに、ある程度の顧客管理といった

ことが レジ端末機の使用だけでできる

・個々の個店の情報化、規模の レベルにあわせたシステムの利用が可能であり、個店の情報化にお

いて、個々の個店の自由さが守 られる

・個展独自の顧客データ作成 においての作業の軽減ができる

・カー ドを使い、顧客に対 してよりスマー トな印象を与える

・個店独自の販売管理、在庫管理の導入における足がかりになる

・カー ドの提示により、顧客の名前がわか り、個人的な顧客に対する対応が可能

・現金割戻 しといった顧客に対するサービスだけでな く、顧客の商店街における買物総額に応 じて、

旅行に招待 といったサービスが可能

・商店街全体のイベ ント情報のダイ レトメール発送において、より差別化された発送先の選択が可

能
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③ 結果

平成2年3月31日 協同組合、高岡情報サービスを設立 しまして、共同顧客カー ド管理 システムを

実際に稼働させました。稼働 して日が浅いのですが、会員 も1,000人を突破 し、一応順調 な動 きを

示 しています。早急に結果は出ませんが、 このシステム導入の個店のメリットにっいてあ らか じめ

予測 していたことがほぼ満たされっっあると考え られます。

データの収集、蓄積が商店の日常業務 と密接に連動 しており、カー ド会員 も情報の入手のさほど

手間がかからないことか ら、 その利用について もかなり高い頻度が期待である。
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Ol-10.3今 後の課題

昭和61年 度における商店街共同情報 システムに対する要望にっいての調査結果によれば、全体

の商店の56.1%が 、商店街共同情報管理 システムを利用 したいとしており、その中で も、顧客

管理に対する要望が圧倒的に多いとなっている。

商店街現金カー ド発行による顧客管理 システムにおいて、顧客 に対する現金割戻 しといった特典

が、顧客にとってより大 きな魅力 となるには、次のことが大切であると考え られる。

・商店街におけるカー ド加盟店の多さ

・現金割戻 し額の高さ

・カー ドの利用 しやす さ

・現金の割戻 しを顧客の希望 により、いつでも受けることができる

共同顧客カー ド管理 システムの効果を高め、また、各個店に対するシステム構築、営業経費の負

担を少な くするためにも、商店街におけるより多 くの個店のシステムへの参加が望まれる。

より多 くの個店にシステムに参加 して もらうために、個店にとって参加の障害になる要因といっ

たことにっいての問題点の検討を行 った。

その要因の中で、顧客への現金の割戻 しに対する個店の負担に対する懸念、及び商店共同顧客管

理用の個店 におけるレジ端末機並びに共同顧客管理セ ンターの設備、運営にかかる費用といったこ

とが最 も重要であると考 えられる。また、商店街の多 くの個店のシステムへの参加を促す上におい

て、 システムのもたらす、個店並びに商店街にとっての効果の可能性 と個店のシステムに対する経

費等のバ ランスといったことの対する考慮といったことが大切である。

システム導入における個店参加の障害 と考え られる要因。

・顧客への現金割戻 しに対す る個店の負担

・共同顧客管理センターの設備、運営費の負担

・個店のレジ端末機の購入、又はレンタルのための負担

・商店街活動の効果に対す る個店の不信感

・多 くの個店のおける新 しいシステムに対する積極性の欠如

・個店の売上額等が他に知 られることに対する懸念
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高岡情報サー ビスへの不加入の理由

1.入 らない理由(経 費に見合った事業内容であれば加入)

① 順調 に行 くかどうか も分か らないのに経費負担は出来ない。

2.可 能性のあるところ

② 美容院、理容院は荒利益率が高いから?

組合がある(強 い)の で入れない?

3.個 店で十分対応 しているので(自 分でする以上のメ リットがあるのか)

4.商 業に対す る情熱、あととり問題

5.全 国チェー ンなので経費分、その分販売価格の引下げに回す。

(1、3が 成功 しないと加入 してこない)

6.高 額商品、県外の人が多いのでカー ドが必要でない、売掛が多い

7.繁 忙時の対応がめんどう

8.そ の他(親 子の意見対立)

② 課題

商店街活性化 とは、第一に来街者を増やし各商店が売り上 げを伸ばす ことにっ きます。ハー

ドの整備 も必要ではありますが、ソフ ト面での整備 も大事であります。商店街カー ド顧客管理

システムは、ソフ トの活性化の手段として考えられたシステムでありますが、っ きることろは

加盟店の拡大 と会員の増大が密接にからまった最重要課題である。

同 システムが顧客にとってより大 きな魅力 となるためには …

・商店街におけるカー ド加盟店の多さ

加盟店の拡大、サー ビス提携店の拡大が必要である。

・現金割 り戻 し額の率の高さ

各商店により割戻 し率を変化させる。また、販売促進の為に割戻 し率に変化をもたせる等。

・カー ドの利用 しやすさ

カー ド社会を迎えるあたり、同システムのカー ドにクレジット機能、バ ンクPOミ 機能、プ

リペイ ド機能等を同時にもたせるシステムの開発が必要になって くる。

・現金の割 り戻 しを顧客の希望により、いっでも受けることができる。

街頭優待券 自動発券機の設置、その他顧客に割 り戻 しを自由に受け取れるハー ド機器の開発

が必要 となると思われます。
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・カー ド会員への情報誌の発行 も必要になると思われます
。

同 システムへの個店の参加を促すには。

・顧客への現金割 り戻 しに対する個店の負担

同 システムの浸透による売 り上げの伸びか らの負担が必要になります。

・共同顧客管理セ ンターの設備運営費の負担

一定金額の運営負担は必要でありますが
、カー ド加盟店が増大するに従 って、負担 は今まで

よりも低減 させることができますので、加盟店の増大が最重要である。

・個店のPOS端 末機の購入、またはレンタルのための負担

POS端 末機の導入により経営戦略上の各データが手に入 り、また共同セ ンターよりより広

範囲なデータを入手でき各商店の売 り上げ増大への戦略が可能になりますので、そのコス ト

は相対的に安価になるものと期待されます。

・商店街活動の効果に対する個店の不信感

データ ・経営戦略をお互いに出 しあって共同でことにあたる仕掛けが必要 となる。

・多 くの個店における新 しいシステムに対する積極性の欠如

実際に稼働 した姿をみてもらい教育 していくことが必要となります。

・個店の売 り上げ額等が他に知れることに対する懸念

プ ログラムにより各商店の売 り上げはガー ドされ他に知 られることが無いようになっていま

す。 この点を充分に認識 して もらうように務ある必要がある。

以上、多 くの課題はありますが、お客様を固有名詞のっいた個人としてネットワーク化を鮮明に

し、各商店がそれに答えるサービス、商品提供を行いお客様に喜んでいただけるように務めること

が必要であると考える。
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